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一
．
問
題
の
所
在

　

第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
お
い
て
は
、
国
家
神
道
に
基
づ
く
、
現
人
神
で
あ

る
天
皇
が
君
臨
す
る
歴
史
認
識
で
あ
る
皇
国
史
観
が
、
歴
史
認
識
の
主
流
と
し

て
認
知
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
初
・
中
等
教
育
に
お
け
る
歴
史
教
育
で

は
、
か
か
る
歴
史
認
識
の
教
育
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
十
五
年
戦
争
期

（
一
九
三
一
︱
一
九
三
五
年
）
で
は
、
皇
国
史
観
が
わ
が
国
の
唯
一
の
正
統
的

な
歴
史
認
識
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
他
の
歴
史
認
識
は
、
国

体
に
そ
ぐ
わ
な
い
史
観
と
し
て
、
徹
底
的
に
弾
圧
・
排
除
さ
れ
た
。

　

し
か
る
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
お
い
て
は
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総

司
令
部
（
略
称
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
指
示
に
よ
る
民
主
化
政
策（
１
）の
一
貫
と
し
て
、
歴
史

認
識（
２
）に
関
し
て
も
多
様
な
歴
史
認
識
の
主
唱
が
許
さ
れ
た
。
そ
の
歴
史
認
識
の

代
表
と
目
さ
れ
る
の
は
、
客
観
的
事
実
（
史
実
）
に
基
づ
か
な
い
も
の
は
歴
史

と
看
做
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
る
立
場
で
あ
る（
３
）。こ
の
よ
う
な
立
場
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
現
在
に
お
い
て
も
、
歴
史
研
究
お
よ
び
歴
史
教
育
で
は

中
心
的
な
思
考
で
あ
り
、
傾
向
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

以
上
論
じ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
、
本
稿
の
主
題
と

の
関
連
に
お
い
て
最
初
に
取
り
上
げ
、
検
討
・
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
、
民
族
学
（
文
化
人
類
学
）
を
専
攻
す
る
岡
正
雄
が
展
開
し
た
学
説
で
あ

る
。
そ
の
学
説
と
は
、
大
間
知
篤
三
、
関
敬
吾
ら
と
共
同
編
集
し
た
日
本
民
俗

学
を
体
系
的
に
論
じ
た
講
座
本
に
執
筆
し
た
論
攷
「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」

（
一
九
五
八
）
で
主
唱
し
た
も
の
で
あ
る（
４
）。
こ
の
岡
正
雄
論
攷
は
、
発
表
こ
そ

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
で
は
な
い
。
し
か
し
構
想
自
体
は
、
一
九
三
三
年
に

留
学
先
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
（＇

K
ulturshichenin A

lt-Japan

＇、「
古
日
本
の
文
化
層
」）5Bd

に
そ
の
梗
概

が
確
認
で
き
る
、
日
本
民
族
文
化
形
成
の
主
内
容
を
端
的
に
縮
め
た
も
の
で
あ

る（
５
）（
大
林
一
九
四
四
：
二
七
二
）。
岡
正
雄
の
「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」
の

特
徴
は
、
対
象
と
す
る
日
本
文
化
が
皇
国
史
観
に
代
表
さ
れ
る
単
一
文
化
で
は

な
く
、
相
異
な
る
民
族
集
団
に
よ
る
、
雑
種
文
化
あ
る
い
は
混
合
文
化
と
称
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
文
化
で
あ
る
と
看
做
す
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
極

東
の
離
島
に
位
置
す
る
日
本
列
島
に
は
、
そ
の
列
島
を
取
り
囲
む
周
辺
諸
島
地

域
か
ら
伝
播
し
た
各
種
の
文
化
が
重
層
し
、
累
積
し
あ
っ
て
、
日
本
固
有
の
文

化
を
形
成
し
た
と
す
る
視
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
よ
う
に
重
層
し
、
累
積

し
あ
う
文
化
層（
６
）が
幾
度
と
な
く
時
代
を
違
え
て
伝
播
し
、
そ
れ
が
日
本
文
化
の

基
底
と
な
っ
た
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
（
田
畑
二
〇
〇
三
：
八
︱
九
）。

　

岡
正
雄
は
、右
記
の
「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」
の
冒
頭
箇
所
に
お
い
て
、「
日

本
文
化
は
、い
わ
ゆ
る
固
有
文
化
を
基
盤
と
し
て
…
（
中
略
）
…
一
つ
の
混
合
、

 
日
本
民
族
起
源
論
　
―
鳥
居
龍
藏
と
喜
田
貞
吉
の
比
較
―

田　

畑　

久　

夫　



― 7 ―

累
積
的
構
造
の
文
化
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
さ
ら
に
、
固
有
文
化
と
い
わ
れ
る
が
、

す
で
に
い
く
つ
か
の
異
質
・
異
系
の
種
族
的
文
化
か
ら
成
立
し
た
多
元
的
文
化

構
造
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」（
岡
一
九
七
九
：
一
八
）
と
鋭
く
指

摘
す
る
。
岡
正
雄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
研
究
視
角
は
、
既
に
右
述
し
た
こ

と
か
ら
も
容
易
に
類
推
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
民
族
文
化
形
成
論
の
主

要
な
論
点
と
で
も
称
す
べ
き
、
か
よ
う
な
起
源
、
系
統
、
お
よ
び
発
展
の
問
題

に
関
し
て
は
、
従
来
相
異
な
る
立
場
か
ら
の
学
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

第
一
は
、
日
本
民
族
が
石
器
時
代
な
か
ん
ず
く
新
石
器
時
代
に
属
す
る
、
縄
文

式
文
化
の
創
初
以
来
、
既
に
日
本
民
族
と
し
て
日
本
列
島
に
定
着
し
、
す
べ
て

の
石
器
時
代
文
化
を
創
造
し
た
と
す
る
進
化
主
義
的
な
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立

場
は
皇
国
史
観
に
通
じ
る
学
説
と
い
え
よ
う
。
そ
の
第
二
は
、
日
本
民
族
が
、

石
器
時
代
以
降
、
幾
つ
か
の
異
文
化
を
所
有
す
る
民
族
と
称
さ
れ
る
集
団
が
日

本
列
島
に
渡
来
し
、
こ
れ
ら
の
集
団
の
重
層
・
混
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と

看
做
す
学
説
で
あ
る
（
岡
一
九
七
九
：
三
）。
岡
正
雄
は
勿
論
後
者
の
立
場
を

竪
持
す
る
が
、
こ
の
学
説
は
、
内
容
自
体
が
第
一
の
立
場
を
明
白
に
否
定
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
日
本
に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
の
は
、
自
由
に
発
表
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
論
攷
と
い

う
形
式
で
は
な
く
、
文
化
人
類
学
者
石
田
英
一
郎
の
司
会
に
よ
る
座
談
会
の
席

上
で
そ
の
概
要
が
示
さ
れ
た（

７
）。

　

そ
れ
で
は
、
日
本
列
島
に
伝
来
し
た
、
異
文
化
を
所
有
す
る
集
団
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
し
て
、
日
本
固
有
の
民
族
文
化
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
岡
正
雄
は
、「
ま
ず
民
俗
と
い
わ
れ
る
生
活
文
化
、
古
典
に

伝
え
ら
れ
た
伝
承
や
記
録
を
分
析
し
、
い
く
つ
か
の
生
活
文
化
の
複
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
合
を
さ

が
し
求
め
る
」（
岡
一
九
七
九
：
一
八
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
類
型

を
定
立
し
、
あ
る
い
は
再
構
成
す
る
。
こ
れ
が
岡
正
雄
が
主
唱
す
る
文
化
層
で

あ
る
。
一
方
、
比
較
民
族
学
の
知
識
や
手
法
を
用
い
て
、
日
本
文
化
を
分
析
し
、

現
在
に
お
い
て
一
見
相
互
関
連
が
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
文
化
要
素
を
複
合
す

る
こ
と
で
、
類
型
を
発
見
し
、
再
度
起
源
的
連
関
に
再
構
成
す
る
試
み
を
行
な

う
作
業
を
実
施
す
る
。
と
い
っ
て
も
、
日
本
民
族
文
化
を
形
成
し
た
と
考
え
ら

れ
る
種
族
文
化
複
合
は
、
周
辺
諸
集
団
と
の
接
触
が
混
合
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら

の
種
族
文
化
と
し
て
の
文
化
的
統
一
性
の
解
体
が
進
む
。
つ
ま
り
、
あ
る
も
の

は
文
化
要
素
が
衰
退
・
消
滅
し
た
り
、
変
貌
・
遊
離
・
浮
動
す
る
。
ま
た
さ
ら

に
、
あ
る
も
の
は
異
質
・
異
系
の
文
化
要
素
と
結
着
・
癒
合
し
て
新
た
な
文
化

形
態
を
発
展
さ
せ
る
。
そ
れ
故
、
種
族
文
化
複
合
は
、
質
・
量
共
に
本
来
の
姿

を
消
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
種
族
文
化
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
と
看
做
せ
る
文
化
要
素
が
少

し
で
も
残
っ
て
お
れ
ば
、
か
か
る
文
化
要
素
を
か
つ
て
の
種
族
文
化
の
存
在
を

語
る
も
の
と
し
て
重
要
視
し
た
い
（
岡
一
九
七
九
：
一
九
）。
こ
の
よ
う
な
立

場
か
ら
、
日
本
の
種
族
文
化
す
な
わ
ち
民
族
文
化
は
、
第
一
表
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
出
自
、
生
業
形
態
、
起
源
（
発
祥
地
）、
種
族
、
社
会
組
織
な
ど
主
要

な
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
集
団
が
、
五
度
に
渡
り
年
代
や
方
向
を
違
え
て
、

日
本
列
島
に
伝
播
し
て
き
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
岡
正
雄
は
、
こ
れ
ら
渡

来
し
て
き
た
集
団
を
文
化
層
と
名
付
け
る
。
か
よ
う
な
文
化
層
を
形
成
す
る
集

団
が
、
日
本
列
島
に
定
着
す
る
こ
と
が
長
期
間
に
及
ぶ
と
、
互
い
に
接
触
・
交
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流
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
雑
種
文
化
と
称
さ
れ
る
。
混
合
文
化
が
形
成

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
や
や
詳
細
に
、
岡
正
雄
に
み
ら
れ
る
日
本
民
族
文
化
の
形
成
を
検
討
し

た
。
こ
の
よ
う
な
特
色
を
有
す
る
岡
正
雄
の
日
本
民
族
文
化
形
成
論
は
、
現
在

に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
日
本
民
族
お
よ
び
文
化
に
関
す
る
起
源
す
な
わ

ち
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
の
基
底
と
な
る
、
一
般
的
認
識
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
岡
正

雄
の
学
説
を
そ
の
端
緒
と
し
て
、
江
上
波
夫
が
唱
え
る
「
騎
馬
民
族
国
家
」
論（
８
）

（
江
上
一
九
六
七
）、中
尾
佐
助
・
佐
々
木
高
明
に
よ
る「
照
葉
樹
林
文
化
」論（
９
）（
上

山
編
一
九
六
九
、
佐
々
木
一
九
八
二
、
田
畑
二
〇
〇
三
な
ど
）
に
代
表
さ
れ
る

民
族
国
家
論
や
文
化
論
に
、
そ
の
後
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

　

右
述
し
た
よ
う
に
、
岡
正
雄
の
主
唱
す
る
日
本
民
族
文
化
形
成
論
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
留
学
先
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
。
学
位
請

求
論
文
に
結
実
し
て
い
る
。
こ
の
岡
正
雄
の
学
説
は
、完
全
に
孤
立
し
た
状
態
、

つ
ま
り
他
の
文
献
や
研
究
者
の
影
響
を
受
け
な
い
で
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
、
と
推
察
さ
れ
る
。
ほ
ぼ
同
様
の
構
想
を
既
に
発
表
し
て
い
た
研
究
者

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
鳥
居
龍
藏
が
そ
の
人
物
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
か
か

る
鳥
居
龍
藏
な
ど
の
構
想
に
触
れ
つ
つ
、ほ
ぼ
同
時
期
に
研
究
生
活
を
送
っ
た
、

歴
史
学
を
専
攻
す
る
喜
田
貞
吉
の
提
唱
と
比
較
す
る
作
業
を
通
し
て
、
日
本
民

族
起
源
論
に
つ
い
て
、
分
析
・
検
討
を
行
な
う
。
な
お
、
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜

田
貞
吉
の
両
名
は
、
同
郷
の
徳
島
県
出
身
で
あ
る
。
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞

吉
が
そ
れ
ぞ
れ
展
開
す
る
日
本
民
族
起
源
論
は
、
完
全
に
一
致
し
な
い
が
、
相

第１表　岡　正雄による日本文化の基礎構造
段階

項目 ① ② ③ ④ ⑤

出自など 母系的 母系的 父系的 男性的 父系的

生業形態 芋栽培・
狩猟

陸稲栽培・
狩猟

畑作・狩猟・
飼畜

水稲栽培・
漁撈 騎馬遊牧

起源地 メラネシア
南中国・東
南アジアの
山地・丘陵

中国東北、
朝鮮半島 中国江南 中央アジア

種族 メラネシア
人

オーストロ
アジア系

ツングース
系

オーストロ
アジア系 アルタイ系

社会組織
（集団） 秘密結社

家族的・村
落共同体的
シャーマニ
ズム

「ハラ」氏族 年齢階梯制 「ウジ」氏族

日本への伝来
（時代）

縄文時代中
期

縄文時代末
期

弥生時代初
期

弥生時代
（紀元前４～
５世紀）

４世紀前半

伝播コース 南方 南方 北方 南方 北方
（出所）�岡正雄（1974）：『異人その他　日本＝文化の源流と日本国家の形成』言叢社　18 － 36

より作成。
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当
相
通
ず
る
主
張
で
あ
り
、
右
述
の
「
騎
馬
民
族
国
家
」
論
、
お
よ
び
「
照
葉

樹
林
文
化
」
論
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
そ
の
後
の
日
本
民
族
文
化
形
成
に
、
少

な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
ら
で
あ
る
と
断
言
し
う
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

も
、
分
析
・
検
討
を
加
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
に
お
い
て
論
じ
た
研
究
視
点
か
ら
、
日
本
民
族
文
化
の
形

成
、と
り
わ
け
日
本
民
族
の
起
源
の
一
端
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
先
駆
者
と
し
て
、
鳥
居
龍
藏
と
喜
田
貞
吉
の
唱
え
る
日
本
民

族
起
源
論
に
焦
点
を
当
て
、
論
を
展
開
し
て
い
く
。

二
．
日
本
民
族
起
源
論
前
史

　

日
本
民
族
起
源
論
と
は
、
日
本
民
族（

（1
（

の
起
源
す
な
わ
ち
日
本
民
族
の
祖
先
が

誰
で
あ
る
か
と
い
う
論
議
で
あ
る
。
我
々
は
、
一
般
に
日
本
人（

（1
（

と
称
す
る
こ
と

の
多
い
日
本
民
族
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
、
中
国
人
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
民

族
集
団
と
同
様
に
、
自
ら
の
祖
先
に
関
し
て
非
常
に
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ

る
。
そ
れ
故
、
古
く
か
ら
日
本
民
族
に
つ
い
て
の
議
論
つ
ま
り
論
争
が
続
い
て

き
た
。
長
ら
く
続
い
た
の
は
、
そ
の
結
着
が
付
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
論
争
に
お
い
て
は
共
通
し
た
一
般
的
な
認
識
が
み
ら
れ
る
。そ
の
認
識
と
は
、

日
本
列
島
に
最
初
に
登
場
し
た
集
団
は
、
石
器
の
出
土
が
確
認
で
き
る
時
代
で

あ
っ
た
。

　

古
代
に
お
い
て
は
、石
器
時
代（

（1
（

の
メ
ル
ク
マ
ー
ク
と
目
さ
れ
て
い
る
石
器
は
、

天
井
か
ら
地
上
に
降
下
し
て
き
た
と
す
る
「
石
器
天
降
」
説
が
有
力
視
さ
れ
て

い
た（

（1
（

（
水
野
一
九
七
〇
：
二
一
五
）。

　

そ
の
後
時
代
が
下
る
と
、
石

を
筆
頭
と
す
る
石
器
は
、
人
間
が
製
作
し
た

と
す
る
「
石
器
人
工
」
説
が
登
場
す
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
江
戸
時
代
中
期

の
儒
学
者
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
っ
た
新
井
白
石
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
井
白
石

は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
、
大
雨
後
地
表
に
露
出
す
る
石

な
ど
の
石
器
が
、

こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
天
界
に
座
す
神
々
の
争
い
に
使
用
さ
れ
た

武
器
の
一
部
が
偶
然
に
地
上
に
落
下
し
た
の
で
は
な
く
、『
孔
子
家
語
』
な
ど

中
国
の
古
書
に
散
見
さ
れ
る
、
中
国
東
北
地
方
に
居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
る
、

粛
慎
人
が
佐
渡
が
島
や
蝦
夷
地
に
侵
入
し
、
残
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
推

定
し
た（

（1
（

。
つ
ま
り
、
新
井
白
石
は
、
日
本
石
器
時
代
の
住
民
は
、
日
本
民
族
で

は
な
く
、
非
日
本
民
族
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る

非
日
本
民
族
論
が
、日
本
民
族
起
源
論
の
大
き
な
流
れ
の
主
流
と
な
っ
て
い
く
。

　

右
述
し
た
新
井
白
石
に
続
き
、
石
器
時
代
の
住
民
非
日
本
民
族
論
を
よ
り
具

体
的
に
展
開
し
た
の
がvon Siebold, P. E.

（
大
シ
ー
ボ
ル
ト
）
で
あ
っ
た（

（1
（

。

von Siebold, P. E.

は
、
註
（
15
）
で
紹
介
し
たK

öm
pfer, E.

同
様
、
オ
ラ

ン
ダ
商
館
の
医
師
と
し
て
長
崎
に
や
っ
て
き
た
。von Siebold, P. E.

は
、
古

代
に
お
い
て
、
石
器
・
青
銅
器
・
鉄
器
の
三
時
代
が
発
見
段
階
と
し
て
存
在
す

る
こ
と
を
既
に
知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
か
か
る
前
提
に
立
っ
て
、
各
地
方
か

ら
出
土
す
る
石

、
曲
玉
な
ど
石
器
時
代
を
中
心
と
し
た
遺
物
に
関
し
て
検
討

を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
石
器
時
代
に
は
、
日
本
列
島
に
は
ア
イ
ヌ
が
分
布
・

居
住
し
て
い
た
。
ま
た
曲
玉
は
、
石
器
時
代
以
降
に
ア
イ
ヌ
に
代
っ
て
、
日
本

列
島
に
居
住
し
た
集
団
つ
ま
り
日
本
人
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

判
断
し
た
（
水
野
一
九
七
〇
：
二
一
七
）。
か
か
る
石
器
時
代
の
住
民
（
縄
文
人
）
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で
あ
る
ア
イ
ヌ
が
、
日
本
民
族
の
祖
先
で
あ
る
と
い
う
新
説（

（1
（

は
、
次
男
のvon 

Siebold, P. E.

（
小
シ
ー
ボ
ル
ト
）
に
よ
っ
て
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
。

　

明
治
時
代
（
一
八
一
八
︱
一
九
二
五
年
）
に
入
る
と
、
多
数
の
外
国
人
が
来

日
し
た
。
日
本
が
開
国
し
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

来
日
し
た
外
国
人
の
中
に
は
、
外
交
官
や
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
な
ど
明
治
新

政
府
が
招
聘
し
た
お
雇
い
外
国
人
な
ど
と
称
さ
れ
た
知
識
人
や
文
化
人
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
た
。
後
者
の
お
雇
い
外
国
人
の
一
人
がM

orse, E. S

（
（1
（

.

。
で
あ

る
。M

orse, E. S.

が
日
本
民
族
起
源
論
に
強
い
関
心
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ

た
動
機
は
、
横
浜
・
新
橋
間
を
走
る
蒸
気
機
関
車
の
車
窓
か
ら
、
後
に
大
森
貝

塚
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
貝
塚
を
発
見
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
工
藤
雅
樹
も
論
じ
て
い
る
如
く
、
大
森
貝
塚
に
つ
い
て
の
調
査
報
告

書
（M

orse,

一
八
七
九
、
近
藤
・
佐
原
編
訳
一
九
八
三
：
六
︱
一
二
二
）
の

中
に
は
、
日
本
民
族
の
記
載
が
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
程
、
言
及
が
少
な
い

（
工
藤
一
九
七
九
）。
む
し
ろ
、
日
本
民
族
起
源
論
に
言
及
し
た
の
は
、
大
森
貝

塚
発
掘
直
後
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
行
な
っ
た
ア
ジ
ア
協
会
で
の
講
演

（M
orse,

一
八
九
七
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
講
演
に
基
づ

く
論
攷
（M

orse,

一
八
九
七
）
の
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
攷
の
中
でM

orse, 
E

は
、「
こ
の
（
神
武
天
皇
の
こ
と
︱
筆
者
註
）
侵
軍
は
勇
敢
な
抵
抗
に
遭
遇

し
た
の
で
、
そ
の
故
郷
ま
で
の
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
。
神
武
天
皇

と
そ
の
輩
下
た
ち
を
追
い
出
し
た
の
は
、
北
海
道
の
多
毛
の
人
た
ち
（
ア
イ
ヌ

の
こ
と
︱
筆
者
註
）、
す
な
わ
ち
現
在
、
北
辺
の
島
々
に
住
む
人
び
と
の
祖
先

だ
と
信
じ
て
い
る
（
池
田
訳
一
九
七
三
：
五
五
）
と
推
定
し
た
。
具
体
的
に
い

え
ば
、
神
武
天
皇
と
そ
の
輩
下
た
ち
、
す
な
わ
ち
日
本
民
族
の
祖
先
と
想
定
さ

れ
る
集
団
よ
り
も
、
ア
イ
ヌ
が
早
く
日
本
列
島
に
分
布
・
居
住
し
て
い
た
と
す

る
、
ア
イ
ヌ
先
住
民
族
説
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

調
査
報
告
書
に
み
ら
れ
る
、
大
森
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
石
器
や
土
器
を
使
用

し
た
集
団
は
、
ど
の
よ
う
な
民
族
集
団
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
当
時
研
究
者
間

で
は
大
問
題
と
な
っ
た
。
見
解
が
ア
イ
ヌ
で
あ
る
と
い
う
説
と
、
ア
イ
ヌ
で
は

な
い
非
ア
イ
ヌ
説
に
二
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
。M

orse, E.

は
、
大
森
貝
塚
を

残
し
た
集
団
の
系
統
に
関
し
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
同
調
査
報
告
書
の
中

に
は
、
詳
細
な
記
載
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
前
に
述
べ
た
講
演
内
容
を
纏
め
た

論
攷
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
大
森
貝
塚
の
遺
物
か
ら
、
石
器
時
代
の
住
民
を
、

ア
イ
ヌ
以
前
に
日
本
列
島
に
分
布
・
居
住
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
別
系
統
の

集
団
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
。

　

か
よ
う
に
推
察
す
る
に
到
っ
た
の
は
以
下
の
三
点
か
ら
で
あ
っ
た
。第
一
は
、

大
森
貝
塚
の
住
民
は
出
土
し
た
人
骨
か
ら
、
食
人
の
習
慣
が
み
ら
れ
る
。
し
か

し
ア
イ
ヌ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
習
慣
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
。
第
二
は
、
大
森
貝

塚
で
は
石
器
と
共
に
土
器
も
出
土
す
る
。
し
か
し
ア
イ
ヌ
は
、
土
器
を
製
作
す

る
技
術
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
。
第
三
は
、
古
代
人
が
一
般
に
曲
玉
を
好
む
と

い
う
習
性
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
貝
塚
か
ら
は
曲
玉
が
発
見
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
工
藤
一
九
七
九
：
五
四
）。M

orse, E.

は
、
日
本

列
島
の
住
民
の
祖
先
が
、
ア
イ
ヌ
以
前
に
同
列
島
に
居
住
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
集
団
で
あ
る
と
す
る
、
プ
レ
・
ア
イ
ヌ
説
を
主
唱
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
説
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
存
在
し
た
の
で
あ
っ
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た
。

　

von Siebold, H
. P.

（
小
シ
ー
ボ
ル
ト
）
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の

役
人
と
し
て
来
日
し
た
の
は
、M

orse, E.

が
来
日
し
た
数
年
前
の
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、von Siebold, H

. P.

お
よ
びM

orse, E.

の

両
名
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
日
本
に
滞
在
し
た
こ
と
に
な
る
。von Siebold

は

公
務
以
外
に
、
父
親
（
大
シ
ー
ボ
ル
ト
）
同
様
に
、
考
古
学
に
関
し
て
も
多

く
の
興
味
・
関
心
を
有
し
た
。
そ
の
た
め
、
東
海
、
関
東
お
よ
び
北
海
道
の

各
地
に
あ
る
遺
跡
を
巡
り
回
り
、
発
掘
な
ど
に
も
従
事
し
た
。
そ
の
こ
と
か

ら
、考
古
学
に
関
し
て
多
大
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

M
orse, E.

が
大
森
貝
塚
を
発
見
・
発
掘
し
て
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
こ
と
は

大
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
（
寺
田
一
九
八
一
：
三
一
）。

　

von Siebold, H
. P.

は
、
自
ら
が
行
な
っ
た
遺
跡
の
見
聞
や
発
掘
調
査
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
見
解
の
第

一
は
、
遺
跡
の
多
く
に
青
銅
器
が
伴
出
す
る
と
共
に
、
朝
鮮
、
シ
ナ
、
マ
ラ
イ

な
ど
海
外
に
産
出
す
る
石
を
材
料
と
し
て
製
作
さ
れ
た
曲
玉
、
管
玉
が
出
土
す

る
こ
と
。
第
二
は
、
骨
角
器
も
伴
出
し
、
日
本
産
の
石
で
製
作
し
た
打
製
お
よ

び
磨
製
の
石
器
を
伴
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
、
前
者
の
第
一
の
方
が
新
し

く
、
神
武
天
皇
東
征
に
よ
っ
て
で
き
た
文
化
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
一
方
、

後
者
の
第
二
は
古
く
て
ア
イ
ヌ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
（
寺
田
一
九
八
一
：

三
二
）。
以
上
の
二
点
か
ら
、
ア
イ
ヌ
が
日
本
列
島
の
最
初
の
住
民
で
あ
る
と

す
る
父
親
の
ア
イ
ヌ
説
を
補
強
す
る
こ
と
で
、M

orse, E.

が
唱
え
る
非
ア
イ

ヌ
説
に
対
し
て
鋭
く
反
論
を
加
え
た
。

　

ほ
ぼ
同
時
期
に
来
日
し
た
、
お
雇
い
外
国
人M

ilne, J.

も
日
本
民
族
起
源

論
に
参
加
す
る（

（1
（

。M
ilne, J.

は
、
専
門
と
す
る
鉱
山
学
や
地
震
学
の
基
礎
的
資

料
を
収
集
す
る
な
ど
の
目
的
で
、
北
海
道
に
出
か
け
た
。
し
か
しM

ilne, J.

の

足
跡
は
北
海
道
内
に
止
ま
ら
ず
、
択
捉
島
、
占
守
島
な
ど
千
島
列
島
に
ま
で

及
ん
だ
（
工
藤
一
九
七
九
：
六
五
︱
六
六
）。
同
調
査
は
、
竪
内
式
住
居
跡
や

貝
塚
の
発
掘
を
自
ら
実
施
す
る
な
ど
本
格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
発
掘

調
査
な
ど
の
結
果
か
ら
、「
か
つ
て
の
北
海
道
に
み
ら
れ
る
竪
穴
式
住
居
の
現

代
の
後
継
者
が
、
千
島
や
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
・
樺
太
に
も
見
出
さ
れ
る
」（
工
藤

一
九
七
九
：
六
六
）
と
推
論
す
る
に
達
し
た
。

　

と
く
に
、
発
掘
し
た
竪
穴
住
居
の
住
民
を
、
ア
イ
ヌ
は
、
コ
ロ
、
ポ
ク
、
グ

ル
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
コ
ロ
ポ
ク
グ
ル
と
は
、
穴
に
住
む
人
の
意

味
で
あ
る（

（1
（

。
ま
たBatchelor, 

J

（
（2
（

.

に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
伝
承
で
は
、
コ
ロ

ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
は
、
背
が
低
い
集
団
で
、
地
面
に
穴
を
掘
り
、
そ
の
上
に
円

錐
形
の
小
屋
（
竪
穴
式
住
居
）
を
建
て
る
習
慣
を
も
つ
。
ま
た
土
器
製
作
も
行

な
っ
て
い
た（
工
藤
一
九
七
九
：
六
六
）。Milne

は
、か
よ
う
なBatchelor, J.

の

説
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
自
ら
が
調
査
を
実
施
し
た
択
捉
島
な
ど
の
発
掘
事

例
な
ど
か
ら
、
北
海
道
に
お
け
る
竪
穴
式
住
居
お
よ
び
石
器
や
土
器
は
、
北
海

道
ア
イ
ヌ
が
伝
承
し
て
き
た
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
が
千
島
ア
イ
ヌ
の
祖
先

に
当
た
る
集
団
で
あ
る
と
主
張
し
た
（M

ilne, J.

一
八
八
二
、
吉
岡
・
長
谷
部

一
九
九
三
：
二
二
三
︱
二
四
七
）。
か
か
るM

ilne, J.

の
説
は
、
単
純
に
日
本

民
族
の
祖
先
つ
ま
り
石
器
時
代
の
住
民
を
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
で
あ
る
と
提

唱
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。M

ilne, J.

は
、Siebold, H

. P.

の
日
本
石
器
時
代
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の
住
民
ア
イ
ヌ
説
を
支
持
す
る
。
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
石
器
時
代
に
は
、
ア

イ
ヌ
の
伝
承
で
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
集
団
か
、
右
述
し
た

よ
う
に
、
本
州
に
主
と
し
て
分
布
・
居
住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
と
併
存
し
た
形
で
、

千
島
列
島
を
中
心
に
居
住
し
て
い
た
と
し
た
（
吉
岡
・
長
谷
部
訳
一
九
九
三
：

二
二
四
︱
二
二
七
）。
か
よ
う
に
、Milne, J.

の
見
解
は
、工
藤
雅
樹
に
よ
れ
ば
、

後
に
坪
井
正
五
郎
の
唱
え
る
日
本
民
族
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説
の
先
駆
と
な

る
説
と
で
も
い
え
る
し
、
千
島
列
島
の
住
民
の
祖
先
が
、
北
海
道
に
み
ら
れ
る

竪
穴
式
住
居
を
残
し
た
と
推
定
す
る
点
は
、
鳥
居
龍
藏
の
ア
イ
ヌ
説
の
さ
き
が

け
で
も
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
工
藤
一
九
七
九
：
六
七
）。

三
．
鳥
居
龍
藏
の
「
固
有
日
本
人
」
論

　

前
項
で
は
、
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
が
発
場
す
る
ま
で
の
、
日
本
民
族

起
源
論
、
す
な
わ
ち
日
本
人
の
祖
先
論
争
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、
そ
の
流
れ
つ
ま
り
研
究
動
向
の
中
心
と
な
っ
た
、
新
井
白
石
、

Siebold

親
子
（
大
シ
ー
ボ
ル
ト
、
小
シ
ー
ボ
ル
ト
）、M

orse, E. S.
、
の
主

張
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ

を
受
け
て
、
鳥
居
龍
藏
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
鳥
居
龍
藏
は
、
最
初
か
ら
日

本
民
族
の
起
源
に
関
し
て
、
研
究
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
恩
師

で
あ
る
、
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
人
類
学
教
室
教
授
坪
井
正
五
郎
の
依
頼
を

受
け
、
千
島
列
島
最
北
端
に
位
置
す
る
占
守
島
へ
考
古
学
的
調
査
に
従
事
し
た

こ
と
が
、
本
格
的
に
か
か
る
日
本
民
族
起
源
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
鳥
居
龍
藏
の
日
本
民
族
起
源
論
の
端
緒
は
、
他
の
内

外
の
研
究
者
の
ほ
と
ん
ど
が
個
人
的
に
日
本
民
族
論
に
興
味
・
関
心
を
有
し
た

の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鳥
居
龍
藏
の
民
族
起
源
に
対
す
る
関
心

は
、自
ら
の
意
志
で
は
な
く
、恩
師
か
ら
の
依
頼
が
出
発
点
で
あ
っ
た
。し
か
も
、

鳥
居
龍
藏
が
調
査
を
実
施
し
た
の
は
、M

ilne, J.

も
上
陸
し
て
考
古
学
的
調
査

を
行
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
占
守
島
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
鳥
居
龍
藏
と
の
関

連
に
お
い
て
、
坪
井
正
五
郎
の
主
張
か
ら
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

日
本
民
族
起
源
論
は
、
既
に
論
じ
た
如
く
、
日
本
列
島
に
お
け
る
最
初
の
住

民
は
誰
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
集
約
さ
れ
る
。
か
か
る
問
題
に
関
し
て
、
本

格
的
、
か
つ
科
学
的
に
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
維
新
後

で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
に
よ
り
日
本
が
開
国
し
、
欧
米
の
進
ん
だ
科
学
的
思
考

が
導
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
の
下
で
、
日
本
民

族
起
源
論
に
最
初
に
取
り
組
ん
だ
日
本
人
研
究
者
が
坪
井
正
五
郎
で
あ
っ
た
。

　

右
述
し
た
意
味
で
の
日
本
人
研
究
者
を
主
体
と
し
た
日
本
民
族
起
源
は
、
明

治
十
年
代
末
か
ら
明
治
二
十
年
代
頃
（
一
八
八
五
︱
一
八
九
五
年
）
に
か
け
て

急
激
な
進
展
が
み
ら
れ
た（

（2
（

（
工
藤
一
九
七
九
：
八
〇
）。
か
か
る
論
争
の
一
翼

を
担
っ
た
の
が
坪
井
正
五
郎（

（2
（

で
あ
る
。

　

坪
井
正
五
郎
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
博
物
学
的
興
味
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
博

物
学
的
興
味
か
ら
人
類
学
や
考
古
学
に
対
す
る
学
問
的
な
関
心
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
。東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
生
物
学
科
在
学
中
に
、同
じ
く
学
生
で
あ
っ

た
白
井
光
太
郎
ら
と
共
に
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
人
類
学
会
を
創
設

し
た
。
こ
の
人
類
学
会
の
例
会
に
お
い
て
、
当
時
北
海
道
委
託
生
と
し
て
東
京

帝
国
大
学
理
科
大
学
に
学
ん
で
い
た
、
動
物
学
を
専
攻
す
る
渡
瀬
荘
三
郎
が
行
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な
っ
た
口
頭
報
告
（
渡
瀬
一
八
八
六
）
の
中
で
述
べ
た
、
竪
穴
に
居
住
す
る
の

が
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に
登
場
す
る
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
に
違
わ
な
い
と
す
る
、

コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説
に
、
坪
井
正
五
郎
は
逸
早
く
理
解
を
示
し
た
。
か
か

る
渡
瀬
荘
三
郎
の
新
説
が
、
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説
を
広
め
る
こ
と
に
な
っ

た
（
工
藤
一
九
七
九
：
三
）。

　

坪
井
正
五
郎
は
、
右
述
し
た
渡
瀬
荘
三
郎
が
唱
え
る
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル

説
を
継
承
し
、
そ
の
立
場
を
強
力
に
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
坪
井
正
五
郎
が

主
張
す
る
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説
は
、
現
役
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
い
う

肩
書
き
も
手
伝
っ
て
、
多
く
の
人
び
と
の
支
持
を
得
た（

（2
（

。
さ
ら
に
坪
井
正
五
郎

は
、
持
説
で
あ
る
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説
の
正
統
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、

当
時
坪
井
正
五
郎
の
研
究
室
の
標
本
整
理
係
を
し
て
い
た
鳥
居
龍
藏
に
対
し

て
、千
島
列
島
最
先
（
北
）
端
に
位
置
す
る
占
守
島
に
出
張
し
て
く
れ
な
い
か
、

と
話
を
切
り
出
し
た（

（2
（

。
鳥
居
龍
藏
は
大
変
恩
義
の
あ
る
坪
井
正
五
郎
の
た
っ
て

の
依
頼
な
の
で
、
占
守
島
調
査
に
出
か
け
た（

（2
（

。
そ
の
結
果
は
、
坪
井
正
五
郎
の

想
定
に
反
し
て
、
占
守
島
に
残
存
し
て
い
る
竪
穴
式
住
居
は
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ

ク
ル
の
も
の
で
は
な
く
、
北
千
島
ア
イ
ヌ（

（2
（

と
称
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
の
住
居
で
あ
っ

た
。
理
由
と
し
て
、
第
一
は
、
住
居
跡
の
形
式
が
北
千
島
ア
イ
ヌ
の
も
の
と
同

形
で
あ
る
こ
と
。
第
二
は
、
出
土
し
た
骨
製
円
形
の
帯
留
は
現
在
で
も
ア
イ
ヌ

が
用
い
て
い
る
同
じ
形
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
三
は
、
調
査
に
同
行
し
た

ア
イ
ヌ
の
助
手
か
ら
、
蝦
夷
ア
イ
ヌ
な
ど
他
の
ア
イ
ヌ
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、

占
守
島
な
ど
北
千
島
ア
イ
ヌ
は
数
年
前
ま
で
土
器
を
製
作
し
、
使
用
し
て
い

た
こ
と
。
以
上
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
（
鳥
居
一
九
五
三
、
同
一
九
七
六
Ｃ
：

第２表　「固有日本人」論に関係する主要文献（抄）
文献
番号 発表年月（西暦） 論文名など 掲載雑誌など

１ 明治 28 年１月（1895） アイヌの木偶と云へる物 東京人類学雑誌 104
２ 明治 34 年７－８月（1901）北千島に存在する石器時代は

遺跡遺物は柳も何種族の残せ
しもの歟

地学雑誌 152

３ 明治 36 年７月（1903） 千島アイヌ 吉川弘文館
４ 明治 38 年２－４月（1905）小金井博士の新著『日本石器

時代の住民』を読む
史学界７～３～４

５ 大正２年７月（1913） 銅鐸土考 歴史地理 22 －１
６ 大正５年 11 月（1916） 古代の日本民族移住発展の経

路
歴史地理 28 －３

７ 大正６年９月（1917） 閑却された大和国 人類学雑誌 32 －９
８ 大正９年２月（1920a） 日鮮人民は「同源」なり 同源１
９ 大正９年２月（1920b） 有史以前の日韓関係 同源３
10 大正 12 年４月（1923a） 我が国の銅鐸は何民族が残し

た物か
人類学雑誌 38 －４

11 大正 12 年９月（1923b） 有史以前に於ける朝鮮と其の
周囲との関係

朝鮮 101

12 大正 14 年５月（1925） 有史以前の日本　改訂版 磯部甲陽堂
13 大正 15 年５月（1926） 朝鮮の有史以前に於ける南鮮

と北鮮
東亜之光 19 －５

（出所）�鳥居龍藏（1977）：「著述総目録・年譜」　鳥居龍藏（1977）：『鳥居龍藏全集　別巻』朝日
新聞社　179 － 222 より作成。



― 14 ―

二
〇
九
な
ど
）。
ま
た
居
住
し
て
い
た
竪
穴
式
住
居
は
、
ア
イ
ヌ
が
寒
さ
を
防

止
す
る
目
的
で
、
暖
を
取
り
や
す
い
よ
う
に
住
居
を
小
規
模
に
し
て
い
る
こ
と

も
判
明
し
た
。

　

以
上
か
ら
、
鳥
居
龍
藏
の
占
守
島
調
査
は
、
坪
井
正
五
郎
が
主
張
す
る
コ
ロ

ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説
の
補
強
と
な
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
対
立
す
る
ア
イ
ヌ

説
に
有
利
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ア
イ
ヌ

説
の
先
頭
に
立
つ
小
金
井
良
精（

（2
（

は
、
そ
の
講
演
の
中
で
、
鳥
居
龍
藏
が
行
な
っ

た
占
守
島
調
査
を
「
即
ち
ア
イ
」（
ア
イ
ヌ
の
こ
と
︱
筆
者
註
）
と
云
ふ
も
の

は
曾
て
石
器
時
代
の
人
民
で
あ
っ
て
土
器
を
拵
え
、又
竪
穴
に
住
ッ
て
居
ッ
た
。

さ
う
し
て
石
器
時
代
の
遺
跡
を
残
し
た
も
の
で
あ
る
」（
小
金
井
一
九
〇
三
：

二
〇
二
）
と
述
べ
、
自
説
に
有
利
で
あ
る
こ
と
を
喜
ん
だ
。
一
方
、
こ
れ
に
対

し
て
、
坪
井
正
五
郎
は
、
鳥
居
龍
藏
が
指
摘
し
た
土
器
（
内
耳
土
器
）
が
出
土

し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
北
千
島
ア
イ
ヌ
の
も
の
と
は
断
言
で
き

な
い
と
論
じ
、
強
く
反
論
し
た
（
坪
井
一
九
〇
三
：
三
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
鳥
居
龍
藏
の
占
守
島
調
査
に
関
し
て
、
坪
井
正
五
郎
、
小
金

井
良
精
は
共
に
激
し
く
議
論
を
戦
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
鳥

居
龍
藏
が
大
い
に
困
惑
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
鳥
居
龍
藏
は
、
若
い
頃
よ
り

坪
井
正
五
郎
に
師
事
し
、長
年
多
大
の
恩
恵
を
受
け
て
い
た
。
し
か
る
に
一
方
、

小
金
井
良
精
に
も
講
義
を
聴
講
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
種
々
の
学
恩
を
受
け
て

い
た
（
鳥
居
一
九
五
三
、
鳥
居
一
九
七
六
Ｃ
：
二
〇
四
）。
そ
こ
で
、
鳥
居
龍

藏
は
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説
、
ア
イ
ヌ
説
の
両
説
に
対
し
て
、
等
し
く
距
離

を
置
い
て
い
る
こ
と
を
力
説
し
た
（
田
畑
二
〇
〇
七
：
三
七
）。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
鳥
居
龍
藏
は
小
金
井
良
精
の
著
書
（
小
金
井

一
九
〇
五
）
の
書
評
に
お
い
て
、「
石
器
時
代
人
民
は
、
博
士
は
全
く
同
一

人
種（

（2
（

よ
り
な
れ
り
と
い
わ
れ
た
り
」（
鳥
居
一
九
〇
五
、
同
一
九
七
六
Ｃ
：

四
九
一
）
と
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
鳥
居
龍
藏
が
自
ら
の
見
解
に
対
し
て
等
距

離
を
置
く
と
し
て
態
度
を
保
留
し
た
と
は
い
え
、
小
金
井
良
精
の
説
に
同
意
し

た
と
い
う
事
実
は
、
鳥
居
龍
藏
が
ア
イ
ヌ
説
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
、
鳥
居
龍
藏
は
ア
イ
ヌ
＝
コ
ロ
ボ

（
ポ
）
ッ
ク
ル
論
争
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。

　

し
か
し
、
既
に
論
じ
た
鳥
居
龍
藏
の
立
場
。
つ
ま
り
ア
イ
ヌ
説
お
よ
び
コ
ロ

ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説
の
両
説
に
対
し
て
等
距
離
を
置
く
態
度
と
い
う
、
い
わ
ば

中
途
半
端
と
で
も
称
す
べ
き
学
問
的
状
況
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
経
緯
を
経
て
、
鳥
居
龍
藏
は
日
本
民
族
の
起
源
に
関
す
る
新
説
を
発
表
し
、

展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

鳥
居
龍
藏
の
日
本
民
族
の
起
源
に
関
す
る
新
説
に
は
、
前
提
と
さ
れ
る
事
項

が
二
つ
存
在
す
る
。
そ
の
前
提
の
第
一
は
、恩
師
坪
井
正
五
郎
が
強
力
に
押
す
、

日
本
民
族
の
祖
先
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説
を
完
全
に
否
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

前
提
の
第
二
は
、「
最
古
有
史
以
前（

（3
（

の
当
時
に
於
て
日
本
は
勿
論
無
人
島
で
あ
っ

た
に
相
違
な
い
」（
鳥
居
一
九
一
一
、
同
一
九
七
五
：
五
〇
四
）
と
論
じ
て
い

る
よ
う
に
、
日
本
民
族
す
な
わ
ち
日
本
人
は
、
日
本
列
島
に
最
初
に
来
住
し
た

集
団
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
前
提
に
立
っ
て
論
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

鳥
居
龍
藏
は
、
無
人
島
で
あ
っ
た
日
本
列
島
の
最
初
の
来
住
者
集
団
で
あ
っ
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た
と
推
定
す
る
、
ア
イ
ヌ
が
日
本
各
地
に
分
布
・
居
住
し
た
い
た
こ
と
は
、
石

器
時
代
（
有
史
以
前
）
の
遺
跡
お
よ
び
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
遺
物
な
ど
か
ら

確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
子
孫
が
現
在
の
北
地
︱
北
海
道
、
樺
太
、
千

島
列
島
︱
の
僻
隅
に
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
石
器
時
代
の
ア
イ
ヌ

は
、
ど
こ
か
ら
日
本
列
島
に
渡
来
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
確
乎
た
る
定
説

が
な
い
と
し
つ
つ
も
、
北
方
の
大
陸
と
表
現
す
る
極
東
大
陸
に
み
ら
れ
る
石
器

時
代
の
遺
跡
お
よ
び
遺
物
の
出
土
状
況
を
み
れ
ば
、
日
本
列
島
の
そ
れ
と
異

な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ア
イ
ヌ
が
朝
鮮
半
島
を
直
接

経
由
し
て
渡
来
し
た
も
の
で
は
な
い
と
推
察
で
き
る（

（3
（

（
鳥
居
一
九
一
一
、
同

一
九
七
五
：
五
〇
四
）。

　

そ
の
後
、
こ
の
ア
イ
ヌ
と
は
別
に
、
北
方
か
ら
「
朝
鮮
半
島
を
経
て
あ
る

い
は
沿
海
州
辺
か
ら
日
本
海
を
渡
っ
て
日
本
海
に
来
た
」（
鳥
居
一
九
二
五
ｂ
、

同
一
九
七
五
：
三
八
〇
）
集
団
が
定
着
し
た
。
そ
れ
故
、
石
器
時
代
の
或
る
時

期
ア
イ
ヌ
と
非
ア
イ
ヌ
の
両
集
団
が
日
本
列
島
に
お
い
て
、
併
存
し
て
い
た
と

看
做
し
た
の
で
あ
る
。
鳥
居
龍
藏
は
、
か
か
る
後
者
の
非
ア
イ
ヌ
集
団
を
「
固

有
日
本
人（

（3
（

」
と
名
付
け
た
。「
固
有
日
本
人
」
が
北
方
か
ら
渡
来
し
て
き
た
証

拠
と
し
て
は
、
渡
来
前
に
居
住
し
て
い
た
地
域
︱
朝
鮮
、
満
州
、
東
蒙
古
、
沿

海
州
︱
の
石
器
時
代
と
わ
が
国
の
石
器
時
代
の
両
時
代
か
ら
出
土
す
る
遺
物
が

一
致
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
る
（
鳥
居
一
九
二
五
ｂ
、
同
一
九
七
五
：
三
八
七
）。

か
か
る
「
固
有
日
本
人
」
と
呼
ん
だ
集
団
が
、
先
住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
を
北
へ

北
へ
と
追
い
や
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
右
述
し
た
北
方
か
ら
来
住
し
た
集
団
の
み
が
「
固
有
日
本
人
」
で
は

な
か
っ
た
か
。
鳥
居
龍
藏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
固
有
日
本
人
」
を
中
核
と
し
、

そ
の
他
の
集
団
も
加
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
加
わ
っ
て
い
た
集
団
と
は
、
鳥
居
龍

藏
が
い
う
、
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
ン（

（3
（

と
イ
ン
ド
シ
ナ
民
族（

（3
（

で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
民
族

集
団
の
類
似
点
は
、
共
に
南
方
か
ら
来
住
し
た
と
さ
れ
る
南
方
系
の
集
団
で
あ

る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
固
有
日
本
人
」
は
、
こ
れ
ら
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
ン

と
イ
ン
ド
シ
ナ
民
族
が
接
触
・
交
流
す
る
過
程
を
通
し
て
、
混
血
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
か
ら
日
本
民
族
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

点
に
関
し
て
、
あ
く
ま
で
そ
の
中
核
、
つ
ま
り
日
本
民
族
形
成
の
本
体
は
「
固

有
日
本
人
」
で
あ
る
と
主
張
す
る（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
「
固
有
日
本
人
」
を
中
核
と
し
た
集
団
は
、
当
然

単
純
な
民
族
集
団
で
は
な
く
、「
以
上
の
複
雑
せ
る
数
種
族
が
島
帝
国
を
集
成

し
て
居
る
の
で
あ
る
」（
鳥
居
一
九
二
五
ｂ
、
同
一
九
七
五
：
三
九
〇
）
と
結

論
づ
け
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
日
本
民
族
の
中
で
「
た
だ

独
り
こ
の
間
帝
室
の
み
連
続
し
て
同
一
系
統
を
続
け
て
来
て
居
ら
る
る
」（
鳥

居
一
九
二
五
ｂ
、
同
一
九
七
五
：
三
九
〇
）
と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
種
々
の

種
族
集
団
の
集
成
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
日
本
民
族
で
あ
る
が
、
帝
室
つ
ま
り

天
皇
一
族
は
、
他
の
種
族
集
団
と
は
異
な
り
、
同
一
系
統
を
継
承
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
点
こ
そ
、
鳥
居
龍
藏
が
種
々
の
集
団
の
集
成

と
み
る
「
固
有
日
本
人
」
説
を
主
唱
し
て
も
、
皇
国
史
観
を
思
想
的
背
景
・
基

底
と
し
て
い
る
国
家
権
力
か
ら
抹
殺
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
。

　

以
上
の
よ
う
な
特
色
を
有
す
る
鳥
居
龍
藏
が
強
く
主
唱
す
る「
固
有
日
本
人
」
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論
は
、北
方
か
ら
伝
来
し
た
集
団
で
あ
る
「
固
有
日
本
人
」
を
中
核
と
し
つ
つ
、

南
方
か
ら
来
住
し
た
集
団
と
も
接
触
・
交
流
す
る
こ
と
で
取
り
込
み
、
形
成
さ

れ
た
新
た
な
日
本
民
族
論
で
あ
る
。
か
か
る
鳥
居
龍
藏
の
新
説
は
、
本
稿
で
も

既
に
論
じ
た
、岡
正
雄
の
種
族
文
化
複
合
の
先
駆
と
な
っ
た
学
説
と
い
え
よ
う
。

四
．
喜
田
貞
吉
の
日
鮮
同
祖
論

　

前
項
で
は
、
鳥
居
龍
藏
が
主
唱
す
る
、「
固
有
日
本
人
」
論
を
検
討
・
分
析

す
る
こ
と
で
、
日
本
民
族
起
源
論
の
一
端
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
探
る
作
業

を
行
な
っ
た
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
日
本
民
族
起
源
論
の
主
体
と
で
も
称
す

べ
き
、
日
本
民
族
の
性
格
を
知
り
、
そ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
日
本
民
族
の
起
源
に
関
す
る
代
表
的
な
論
争
で
あ
る
と
推
察

す
る
ア
イ
ヌ
＝
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
論
争
は
、
正
し
く
日
本
民
族
の
主
体
に

係
わ
る
論
争
、
つ
ま
り
日
本
列
島
に
最
初
に
分
布
・
居
住
し
た
の
は
誰
で
あ
る

か
、
と
い
う
問
題
に
帰
着
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
説
お
よ
び
コ
ロ
ボ

（
ポ
）
ッ
ク
ル
の
両
説
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、日
本
民
族
の
起
源
す
な
わ
ち
ル
ー

ツ
を
探
求
す
る
作
業
に
、
お
雇
い
外
国
人
な
ど
を
も
巻
き
込
ん
で
議
論
が
戦
わ

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
鳥
居
龍
藏
の
「
固
有
日
本
人
」
論
は
、
そ
れ
ま
で

議
論
さ
れ
て
き
た
学
問
的
な
蓄
積
を
踏
ま
え
て
、展
開
さ
れ
た
新
説
で
あ
っ
た
。

　

喜
田
貞
吉
が
主
張
す
る
日
鮮
同
祖
論
は
、
鳥
居
龍
藏
の
「
固
有
日
本
人
」
論

と
並
ん
で
、
日
本
民
族
の
起
源
を
解
明
す
る
た
め
に
提
出
さ
れ
た
推
論
で
あ
る

と
い
え
る（

（3
（

。
喜
田
貞
吉
は
、
専
門
と
す
る
歴
史
学
（
日
本
史
学
）
を
中
心
に
、

歴
史
地
理
学（

（3
（

や
社
会
学
な
ど
隣
接
の
学
問
分
野
の
研
究
手
法
や
分
析
手
段
を
積

極
的
に
導
入
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
手
法
や
手
段
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ

り
、
独
創
的
と
で
も
称
す
べ
き
学
際
的
研
究
（interdisciplinary studies

）

に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
喜
田
貞
吉
は
、
学
際
的
研
究

を
続
け
、
非
常
に
多
く
の
論
攷
を
世
に
問
う
て
き
た（

（3
（

。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、

非
常
に
多
く
の
論
攷
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
研
究
書
（
専
門
書
）
と
し
て

結
実
し
た
単
行
本
は
稀
か
に
『
帝
都
』（
日
本
学
術
普
及
会
、
一
九
一
五
年
）。

『
法
隆
寺
論
攷
』（
立
命
館
出
版
部　

一
九
四
四
年
）、『
藤
原
京
』（
地
人
書
房

　

一
九
四
二
年
）
な
ど
数
冊
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
そ
の
当
時

に
お
い
て
、
こ
れ
と
信
ず
る
だ
け
の
も
の
は
、
出
来
次
第
便
利
な
活
字
の
授
け

を
借
り
て
学
界
に
発
表
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
方
に
は
識
者
の
注
意
を
受
け
て

さ
ら
に
研
究
を
重
ね
る
。
一
方
に
は
さ
ら
な
る
新
資
料
を
得
る
に
従
っ
て
訂
正

増
補
を
加
え
る
。
か
く
て
こ
そ
学
問
は
進
歩
す
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
に
は
雑
誌

上
の
発
表
が
一
番
良
い
」
か
ら
で
あ
る
と
断
言
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
日
鮮
同
祖
論
が
展
開
さ
れ
た
。
か
か
る
日
鮮
同
祖

論
は
、
自
ら
の
論
攷
の
論
題
（
喜
田
一
九
二
〇
、
同
一
九
七
九
：
三
五
七
︱

四
一
九
な
ど
）
の
よ
う
に
、
日
鮮
両
民
族
同
源
論
が
正
し
い
名
称
で
あ
る
。
喜

田
貞
吉
は
、
日
鮮
同
祖
論
の
み
を
研
究
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日

鮮
同
祖
論
は
自
ら
が
強
く
関
心
を
有
し
て
い
る
民
族
史
研
究（

（4
（

の
一
部
と
し
て
、

主
唱
す
る
日
本
民
族
論
研
究
の
集
大
成
と
し
て
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
喜
田
貞
吉
の
民
族
史
研
究
は
、
原
史
時
代
な
ど
古
代
の
研
究
が
主
た
る
も

の
で
あ
り
、
専
ら
「
古
代
の
住
民
」
の
歴
史
的
考
察
が
中
心
で
あ
っ
た
（
上
田

一
九
七
八
：
一
二
一
）。
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第３表　日鮮同祖論に関する文献（抄）
文献
番号 発表年月（西暦） 論文名など 掲載雑誌など

１ 明治 40 年１月（1907a） 中田君のアイヌ語神名考を読む 史学雑誌 18 －２
２ 明治 40 年１月（1907b） 蝦夷とコロボックルの異同を

論ず
歴史地理９－３

３ 明治 43 年７－８月（1910）土蜘蛛種族に就て
（小林君の駁論に答う）

歴史地理 10 － 12

４ 大正５年３月（1916a） 日本太古の民族に就て 史学雑誌 27 －３
５ 大正５年７月（1916b） 倭人考緒論 歴史地理 28 －１
６ 大正６年８月（1917） 秦人考緒論（秦人考の一） 歴史地理 30 －２
７ 大正７年 12 月（1918） 倭人とは何ぞや 筑柴史談 19 －１
８ 大正８年１月（1919a） 日本民族とは何ぞや

（日本民族の概表を論ず）
民族と歴史１－１

９ 大正８年６月（1919b） 朝鮮民族とは何ぞや
（日鮮両民族の関係を論ず）

民族と歴史１－６

10 大正９年 12 月（1920） 日鮮民族同源論梗概 同源３
11 大正 10 年２・３・４月

（1921b）
日本民族の成立（上・中・下）民族と歴史５－２・

３・４
12 大正 10 年７月（1921） 日鮮両民族同源論 民族と歴史６－１
13 昭和４年７月（1930） 日本民族史概説 日本風俗史講座５
14 昭和 13 年３月（1938） 日本民族の構成 日本文化史体系１

（出所）�喜田貞吉（1982）：「著作目録」　喜田貞吉（1982）：『喜田貞吉著作集第 14 巻　六十年の回顧・
日誌』平凡社　529 － 614 より作成。

　

こ
の
よ
う
な
喜
田
貞
吉
の
民
族
史
研
究
の
流
れ
、
研
究
動
向
に
沿
う
形
で
考

察
さ
れ
た
の
が
、
日
鮮
同
祖
論
で
あ
っ
た
。
日
鮮
同
祖
論
は
日
本
民
族
起
源
論

と
大
変
深
い
関
係
を
も
つ
。
そ
れ
故
、
喜
田
貞
吉
の
民
俗
認
識
、
す
な
わ
ち
民

俗
を
如
何
に
と
ら
え
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
喜
田
貞
吉
は
、
日
本
民

族
を
ま
ず「
我
が
島
国
に
住
し
て
、同
一
の
国
語
を
話
し
、同
一
の
風
俗
を
な
し
、

み
ず
か
ら
同
一
民
族
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
と
も
に
一
系
の
天
皇
を
奉
戴
す

る
い
っ
さ
い
の
民
衆
を
総
称
す
る
」（
喜
田
一
九
一
九
ａ
、
上
田
一
九
七
八
：

二
一
一
）
と
規
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
「
実
に
天
津
神
の
後
裔
た
る
天
孫
族
と
、

こ
れ
に
同
化
融
合
し
た
国
津
神
の
後
裔
と
が
相
倚
り
相
結
ん
で
成
立
し
た
」（
喜

田
一
九
一
九
ａ
、
上
田
一
九
七
八
：
二
〇
七　

傍
線
筆
者
）
と
論
じ
る
。

　

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
喜
田
貞
吉
は
、
日
本
民
族
＝
天
孫
民
族
で
あ
る
と
す

る
単
一
民
族
と
は
看
做
さ
ず
、
上
記
引
用
文
中
の
傍
線
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

天
津
神
の
後
裔
と
、
天
津
神
に
融
和
・
同
化
し
た
国
津
神
の
後
裔
と
の
二
系
統

か
ら
な
る
複
合
民
族
（
複
族
民
俗
）
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
イ

ヌ
人
、
お
よ
び
朝
鮮
、
台
湾
、
樺
太
な
ど
に
居
住
す
る
土
着
の
集
団
は
、
日
本

民
族
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
喜
田
一
九
一
九
ａ
、
上
田
一
九
七
八
：

二
一
一
）。
た
だ
し
、
毛
人
、
衆
夷
な
ど
先
住
土
着
の
諸
民
族
集
団
、
並
び
に

秦
、
漢
、
百
済
な
ど
海
外
帰
化
の
諸
民
族
集
団（

（4
（

は
、
天
津
神
に
融
和
・
同
化
し

た
国
津
神
の
後
裔
な
の
で
、
日
本
民
族
を
形
成
す
る
集
団
で
あ
る
と
す
る
。
こ

れ
ら
の
日
本
民
族
を
形
成
す
る
集
団
は
、「
非
常
に
長
い
年
代
の
間
に
種
々
異

な
っ
た
民
族
の
上
に
、
い
わ
ゆ
る
天
孫
種
族
の
小
枝
が
接
木
さ
れ
て
、
今
や
十

分
に
同
化
融
和
し
て
…
（
中
略
）
…
こ
と
ご
と
く
天
孫
種
族
に
な
っ
て
い
て
も
、
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肉
体
の
上
に
は
い
わ
ゆ
る
台
木
の
容
貌
が
い
く
ら
か
ず
つ
現
わ
れ
る
」（
喜
田

一
九
一
六
、
同
一
九
七
九
：
七
）
と
い
う
よ
う
に
、
上
田
正
昭
が
指
摘
す
る
日

本
民
族
接
木
論
（
上
田
一
九
七
八
：
五
一
︱
五
三
）
の
立
場
を
貫
い
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
喜
田
貞
吉
が
主
張
す
る
日
本
民
族
論
に
関
し
て
は
、
そ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
推
定
さ
れ
る
天
孫
民
族
が
典
型
的
な
の
で
あ
る
が
、
同
語
概
念

規
定
を
厳
格
に
行
な
わ
な
い
で
使
用
し
て
い
る
点
、
ま
た
古
文
献
を
取
り
上
げ

た
場
合
、
ペ
ー
パ
ー
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
（
文
献
批
判
）
の
論
証
不
足
、
さ
ら
に
は

出
土
し
た
遺
物
な
ど
の
解
釈
に
関
し
て
も
異
論
を
挟
む
余
地
が
多
々
存
在
す
る

こ
と
な
ど
、
学
問
的
な
曖
昧
点
も
み
ら
れ
る
（
上
田
一
九
七
八
：
五
一
）。

　

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
日
鮮
同
祖
論
を
主
唱
す
る
喜
田
貞
吉
の
主
張

に
沿
っ
て
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る（

（4
（

。
検
討
に
際
し
て
は
、
喜
田
貞
吉

の
日
鮮
同
祖
論
の
代
表
的
な
論
攷（

（4
（

（
喜
田
一
九
二
一
、
同
三
一
七
︱
四
一
五
）

を
中
心
に
行
な
う（

（4
（

。

　

最
初
に
著
作
つ
ま
り
右
記
論
攷
が
発
表
さ
れ
た
年
代
か
ら
、
論
を
進
め
る
。

そ
の
年
代
と
は
、
韓
国
併
合
（
一
九
〇
四
年
）
後
、
十
一
年
を
経
過
し
た
大
正

十
年
（
一
九
二
一
）
で
あ
る
。
韓
国（

（4
（

と
日
本
は
融
和
の
実
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
な
お
、韓
国
併
合
か
ら
十
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

両
国
は
互
い
に
意
志
の
疎
通
を
欠
き
、
相
互
の
間
に
紛
擾
を
起
し
て
い
る
。
喜

田
貞
吉
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
、
韓
国
、
日
本
領
国
の
住
民
が
共
に
帰
属
す

る
ま
で
民
俗
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
他
人
同
士
が
寄
り
合
っ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
誤
想
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
、
指
摘
す
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
両
国
の
住
民
が
本
来
同
一
で
あ
る
、
つ
ま
り
同
源
で

あ
る
こ
と
を
充
分
に
理
解
す
れ
ば
、
か
よ
う
な
誤
想
も
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。

誤
想
が
個
人
間
あ
る
い
は
団
体
間
の
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
正
邪
の
道
理

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
以
上
、
比
較
的
容
易
に
相
互
の
誤
滅
で
き
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
誤
想
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
、「
民
俗
を
異
に
す
る
と
の
観
念
を
交
え

た
意
志
の
疎
通
は
、そ
の
融
和
が
き
わ
め
て
困
難
に
な
る
こ
と
を
つ
ね
に
す
る
」

と
い
う
。
喜
田
貞
吉
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
専
門
と
す
る
歴
史
上
の
観
点
か
ら
日
鮮
両
国
本
来
の
関
係
を
論
述

し
て
、
日
鮮
両
民
族
も
そ
の
よ
う
な
区
別
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
試
み
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
日
韓
の
融
和
に
貢
献

す
る
こ
と
に
役
立
て
ば
と
の
思
い
で
作
成
し
た
の
が
、
日
鮮
両
民
族
同
源
論
つ

ま
り
日
鮮
同
祖
論
に
関
す
る
論
攷
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
同
論
攷
は
学
術
的
内
容

で
あ
る
が
、
極
め
て
政
策
的
な
側
面
が
前
面
に
出
て
い
る
こ
と
が
、
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

喜
田
貞
吉
の
日
鮮
同
祖
論
は
、
右
述
し
た
よ
う
に
極
め
て
政
策
的
な
意
味
内

容
を
有
す
る
論
攷
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、政
策
的
な
側
面
を
有
す
る
が
故
に
、

喜
田
貞
吉
自
ら
の
立
場
が
強
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。こ
の
点
に
関
し
て
は
、

「
余
輩
は
多
年
の
研
究
の
結
果
、
日
鮮
両
民
族
の
同
源
な
る
こ
と
を
確
信
す
る
」

と
、
明
確
に
自
ら
の
立
場
を
表
明
す
る
。
そ
れ
で
は
、
自
ら
の
立
場
と
大
い
に

関
係
が
あ
る
、
同
源
と
い
う
用
語
を
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
用
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
同
源
は
、
極
め
て
漠
然
た
る
内
容
を
も
つ
用
語
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
同
源
を
単
に
起
源
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
広
狭
に
解
釈
す
れ
ば
、
地
球
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上
に
実
在
す
る
全
て
の
人
類
は
こ
と
ご
と
く
、
同
一
の
祖
先
か
ら
分
岐
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
源
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
人
類
は
一
ヶ
所
よ
り

出
で
て
繁
殖
し
、
各
地
に
分
散
し
て
生
存
を
継
続
し
て
い
く
う
ち
に
、
生
活
の

状
態
や
固
国
の
環
境
に
適
応
し
な
か
っ
た
も
の
が
淘
汰
さ
れ
る
。
そ
し
て
適
者

の
み
が
生
有
す
る
と
い
う
適
者
生
存
の
結
果
、
各
地
に
お
い
て
種
々
祖
先
と
称

さ
れ
る
集
団
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
源
と
い
う
用
語
に

は
、
広
狭
は
な
は
だ
多
く
の
階
級
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

事
例
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
ア
フ
リ
カ
人
は
我
々
の
東
洋
人
と
の
相
違
が

非
常
に
著
し
い
事
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、「
日
鮮
両
民

族
は
比
較
的
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
共
同
の
祖
先
を
有
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
比

較
的
最
も
狭
い
意
味
で
の
同
源
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
る
。

　

ま
た
、
同
源
で
あ
る
民
族
の
祖
先
は
、
決
し
て
単
一
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
団

で
は
な
く
、
そ
の
構
成
は
非
常
に
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
日
本
民
族

お
よ
び
朝
鮮
民
族
が
、
そ
れ
ぞ
れ
如
何
に
祖
先
を
構
成
す
る
集
団
が
複
雑
で
あ

る
か
を
、
両
民
族
の
主
要
な
構
成
要
求
を
分
析
し
、
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
。

　

日
本
民
族
の
場
合
、
か
よ
う
に
複
雑
な
構
成
要
素
と
し
て
、
日
本
語
、
神
話

（
日
本
神
話
）、
考
古
学
上
の
知
見（

（4
（

、
諸
蕃（

（4
（

の
渡
来
な
ど
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
複
雑
な
構
成
要
素
を
内
包
す
る
集
団
が
、
天
孫
民
族
の
渡
来

に
よ
り
融
化
さ
れ
、日
本
民
族
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。具
体
的
に
は
、「
も

と
は
無
人
島
で
あ
っ
た
こ
の
群
島
へ
、
前
後
数
回
に
移
住
し
た
多
く
の
民
族
が

天
孫
民
族
の
も
っ
て
宗
家
と
仰
ぐ
万
世
一
系
の
天
皇
御
統
率
の
も
と
に
、
相
倚

り
相
結
ん
で
渾
然
融
合
し
た
一
大
民
族
を
な
し
」
た
と
主
張
す
る
。
こ
の
一
大

民
族
こ
そ
が
日
本
民
族
な
の
で
あ
る
。

　

朝
鮮
民
族
も
日
本
民
族
と
同
様
に
、
種
々
の
複
雑
な
構
成
要
素
を
内
包
す
る

複
族
民
族
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
種
々
の
集
団
は
、
朝
鮮
半
島
が
位
置
す
る
自
然

地
理
学
的
条
件
か
ら
、
大
陸
内
部
に
住
む
種
々
の
集
団
が
段
々
と
押
し
出
さ
れ

て
、
こ
の
地
に
集
合
し
て
形
成
さ
れ
た（

（4
（

。
朝
鮮
民
族
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る

種
々
の
民
族
集
団
と
し
て
は
、
韓
族（

（4
（

、
扶
余
族
、
漢
族
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
古
に
お
い
て
、
日
鮮
同
域
と
い
う
程
、
双
方
の
民
族
の
関
係

が
密
接
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
と
く
に
倭
人
は
、
対
馬
海
峡
を
挟
ん
で
、
左

右
す
な
わ
ち
朝
鮮
半
島
お
よ
び
日
本
列
島
に
分
布
・
居
住
し
、
区
別
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
右
述
し
た
よ
う
に
、
元
来
朝
鮮
の
民
族
は
、
先
住
の
韓
人
つ

ま
り
倭
人
系
の
集
団
、
満
州
方
面
か
ら
南
下
し
た
扶
余
系
の
集
団
、
さ
ら
に
シ

ナ
か
ら
来
住
し
た
漢
族
な
ど
が
主
た
る
構
成
要
素
と
な
り
、
互
い
に
混
血
す
る

こ
と
で
、
今
日
の
朝
鮮
民
族
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
日
本
民
族
も
、
扶
余
系
の
集
団
と
近
い
と
推
定
さ
れ
る
天
孫
民
族
、

隼
人
、
倭
人
、
出
雲
民
族
な
ど
と
各
々
称
さ
れ
た
弥
生
式
系
統
の
集
団
、
銅
鐸

を
残
し
た
と
さ
れ
る
秦
人
つ
ま
り
秦
韓
の
古
漢
族
、
お
よ
び
そ
の
後
帯
方
郡
か

ら
渡
来
し
た
新
漢
人
と
呼
ば
れ
た
漢
族
な
ど
の
各
集
団
が
互
い
に
同
化
融
合
し

て
形
成
さ
れ
た
と
み
る
。
そ
れ
故
、
日
本
お
よ
び
朝
鮮
の
両
民
族
は
、
本
来
敢

て
区
別
の
な
か
っ
た
集
団
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
時
代
が
下
っ
て
、
有
史
時
代
に

お
い
て
も
、
両
民
族
は
、
移
住
、
通
婚
、
混
血
が
続
い
た
の
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

以
上
か
ら
、
日
本
民
族
と
朝
鮮
民
族
と
は
、
本
来
の
要
素
が
同
一
で
あ
っ
た
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ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
互
い
に
混
血
す
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
上
同
一

民
族
と
称
し
て
も
よ
い
集
団
な
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
今
日
、
日
鮮
両
民
族

が
度
々
紛
擾
を
起
す
の
は
、
日
本
民
族
の
旧
韓
国
国
民
に
対
す
る
待
遇
が
頗
る

良
く
な
い
こ
と
も
原
因
で
あ
る
が
、
両
民
族
が
本
来
同
源
で
あ
る
こ
と
に
思
い

が
及
ば
な
い
で
、
互
い
に
異
民
族
視
し
て
い
る
結
果
で
あ
る
と
断
じ
る
。
す
な

わ
ち
喜
田
貞
吉
は
、「
韓
国
併
合
は
決
し
て
異
民
族
を
新
た
に
結
合
せ
し
め
た

の
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
離
れ
て
い
た
も
の
を
本
に
復
し
た
も
の
」
と
説
き
、

そ
の
正
当
性
を
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

五
．「
固
有
日
本
人
」
論
と
日
鮮
同
祖
論
の
比
較

　

日
本
民
族
論
を
検
討
す
る
た
め
に
、
そ
の
代
表
的
な
学
説
と
さ
れ
る
。
鳥
居

龍
藏
が
主
唱
す
る
「
固
有
日
本
人
」
論
と
喜
田
貞
吉
が
主
張
す
る
日
鮮
同
祖
論

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
両
論
の
基
本
的
な
性
格
な
ど
に
つ
い
て
、
論
を
展
開
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
両
論
は
、
そ
れ
を
提
出
し
た
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞

吉
、
両
名
の
学
問
的
な
方
法
論
や
分
析
手
段
が
確
認
で
き
、
大
変
注
目
す
べ
き

論
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
で
は
、
両
論
の
類
似
点
と
相
違
点
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
の
特
色
を
よ
り
客
観
的
に
認
識
す
る
こ
と
に
努

め
た
。

（
一
）
類
似
点

　
「
固
有
日
本
人
」
論
お
よ
び
日
鮮
同
祖
論
は
、
両
論
と
も
日
本
民
族
の
起
源
、

つ
ま
り
日
本
人
の
祖
先
に
関
す
る
学
説
で
あ
る
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
の
両
名
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

上
述
し
た
如
く
、
日
本
人
の
祖
先
に
関
す
る
学
説
で
あ
る
が
、
日
本
人
の
祖
先

の
と
ら
え
方
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
日
本
人
の
祖
先
に
関
し
て
は
、
研
究
者

を
含
め
て
一
般
の
人
び
と
に
も
大
き
な
関
心
が
も
た
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ

の
た
め
研
究
書
の
出
版
が
多
い
。
こ
れ
ら
研
究
書
な
ど
の
書
名
は
、
例
え
ば
、

工
藤
雅
樹
（
工
藤
一
九
七
九
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、『
日
本
人
論
』
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
研
究
対
象
で
あ
る
日
本
列
島
に
最
初
に
分
布
・
居
住
し

た
集
団
は
、
人
種
な
の
か
、
民
族
な
の
か
と
い
う
問
題
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

日
本
列
島
に
最
初
に
居
住
し
た
集
団
を
人
種
と
い
う
概
念
で
認
識
し
、
日
本

人
の
祖
先
に
関
す
る
研
究
を
非
常
に
丁
寧
に
か
つ
詳
細
に
検
討
し
た
代
表
的
な

研
究
者
は
、
日
本
考
古
学
を
専
門
と
す
る
工
藤
雅
樹（

（5
（

（
工
藤
一
九
七
九
、
同

一
九
九
八
）
で
あ
る
。
工
藤
は
、「
人
種
論
は
あ
る
時
期
ま
で
、
考
古
学
お
よ

び
人
類
学
の
主
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
人
種
論
の
研
究
は
、
日
本
考

古
学
の
主
た
る
柱
の
ひ
と
つ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」（
工
藤
一
九
七
九
：
三

︱
四
）
と
人
種
論
研
究
の
重
要
性
を
力
説
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
人

種
論
研
究
の
重
要
性
を
説
く
が
、
そ
の
研
究
を
主
体
と
で
も
い
う
べ
き
人
種
、

こ
の
場
合
日
本
人
種
に
つ
い
て
の
明
確
な
定
義
は
勿
論
の
こ
と
、
説
明
す
ら
み

ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
か
か
る
人
種
の
明
確
な
定
義
な
い
し
説
明
が
、
何
故

必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
人
種
と
い
う
概
念
を

定
義
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
用
語
自
体
幻
想
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
主
張
も
み
ら
れ
、
そ
れ
が
多
く
の
研
究
者
の
支
持
を
受
け
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
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以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
種
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
し
か
し
、
本
稿
と
の
関
連
に
限
定
し
て
い
え
ば
、
日
本
人
の
祖
先
を
人
種

と
い
う
用
語
で
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
種
は
単
一

あ
る
い
は
単
独
の
人
間
集
団
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
、
ア
イ
ヌ
は
、
例
え
ば
蝦

夷
ア
イ
ヌ
、
樺
太
ア
イ
ヌ
な
ど
地
域
名
を
冠
し
た
集
団
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、確
実
に
単
一
集
団
で
あ
る
か
ら
人
種
と
い
う
概
念
で
把
握
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
人
の
祖
先
と
い
う
場
合
の
祖
先
と
い
う
概
念
は
、
単
一
の
集

団
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
ろ
う
か
。日
本
人
の
祖
先
は
、種
々
の
性
質
の
異
な
っ

た
集
団
が
、
日
本
列
島
に
お
い
て
、
種
々
の
条
件
下
で
混
血
な
ど
し
た
結
果
形

成
さ
れ
た
集
団
で
あ
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
水
野
祐
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
文
化
複
合
体
を
共

有
す
る
集
団
を
人
群
と
呼
び
、
こ
の
人
群
に
対
し
て
民
族
と
い
う
名
称
を
当
て

て
い
る
（
水
野
一
九
七
〇
：
二
〇
五
）。
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
は
、
水

野
祐
と
同
様
に
、
日
本
人
の
祖
先
を
、
人
種
で
は
な
く
、
民
族
と
認
識
し
て
い

る
と
い
う
共
通
点
を
有
し
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
日
本
民
族
起
源
論
に
関
し
て
は
、
ア
イ
ヌ
＝
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ

ク
ル
論
争
ま
で
は
、
日
本
民
族
を
人
種
論
的
に
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え

る
。
つ
ま
り
、
ア
イ
ヌ
、
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
は
、
右
述
し
た
ア
イ
ヌ
の
よ

う
に
地
域
的
に
分
派
（
亜
）
集
団
の
名
称
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
単
一
の
集
団
で
あ
る（

（5
（

。
そ
れ
を
受
け
て
展
開
し
た
「
固
有
日
本
人
」
論

お
よ
び
日
鮮
同
祖
論
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
容
易
に
推
察

さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
祖
先
は
単
一
の
集
団
で
は
な
く
、
複
数
の
集
団
よ

り
形
成
さ
れ
た
民
族
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
、「
固
有
日
本
人
」
論
お
よ
び
日

鮮
同
祖
論
を
日
本
民
族
起
源
論
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
検
討
・

分
析
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
視
角
で
我
々
の
祖
先
を
把
握
す
る
と
い
う

こ
と
に
も
大
い
に
関
連
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
祖
先
は
、
日
本
人
種
で
は
な
く
、
日
本
民
族
と

称
さ
れ
る
集
団
が
そ
の
起
源
と
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜

田
貞
吉
の
両
名
の
日
本
民
族
起
源
論
は
、
正
し
く
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
日
本

民
族
の
起
源
に
つ
い
て
の
主
張
で
あ
る
と
推
察
す
る
。な
お
両
名
の
見
解
で
は
、

日
本
民
族
を
形
成
す
る
種
々
の
集
団
の
ル
ー
ツ
は
日
本
列
島
で
は
な
く
、
日
本

列
島
を
取
り
巻
く
周
辺
地
域
よ
り
来
住
し
た
集
団
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の

集
団
は
時
代
を
違
え
て
日
本
列
島
に
来
住
し
、
互
い
に
接
触
・
交
流
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
混
血
し
て
日
本
民
族
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
か
か
る
集
団

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
拠
地
が
シ
ベ
リ
ア
、
満
州
、
沿
海
州
な
ど
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
東
部
に
位
置
す
る
、
極
東
地
域
と
称
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
北
方
地
域
か
ら
の

来
住
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

さ
ら
に
、「
固
有
日
本
人
」
論
お
よ
び
日
鮮
同
祖
論
の
史
料
と
し
て
、『
日
本

書
紀
』、『
古
事
記
』
の
い
わ
ゆ
る
『
紀
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
神
話
（
日
本

神
話
）
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
か
か
る
神
話
は
、
そ
の
内

容
が
史
実
と
し
て
の
信
憑
性
に
欠
け
て
い
る
。そ
れ
故
、ペ
ー
パ
ー
ク
リ
テ
ィ
ー

ク
な
ど
を
通
し
て
、
信
頼
に
た
る
史
料
を
通
し
て
、
歴
史
を
復
元
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
歴
史
学
（
日
本
史
学
）
か
ら
は
、
非
常
に
問
題
が
あ
る
と
さ

れ
る
。
と
り
わ
け
、
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
と
も
、
神
話
な
ど
に
み
ら
れ
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る
天
津
神
系
、
そ
れ
に
取
っ
て
代
ら
れ
た
国
津
神
系
に
属
す
る
集
団
が
、
日
本

民
族
の
祖
先
の
中
核
と
な
る
集
団
で
あ
る
と
想
定
し
、
論
を
展
開
し
て
い
る
点

は
、
議
論
さ
れ
る
余
地
が
大
い
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
二
）
相
違
点

　

鳥
居
龍
藏
の
主
唱
す
る
「
固
有
日
本
人
」
論
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
東
部
に

位
置
す
る
極
東
な
ど
の
北
方
地
域
か
ら
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
、
日
本
列
島

に
進
展
し
て
き
た
集
団
が
、
日
本
民
族
の
中
核
と
な
る
集
団
で
あ
る
と
看
做
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、喜
田
貞
吉
は
、同
祖
す
な
わ
ち
同
源
と
い
う
用
語
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、日
本
民
族
と
朝
鮮
民
族
は
、

現
在
で
は
ま
っ
た
く
別
系
統
に
属
す
る
集
団
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
古
代
に
お
い
て
は
、
日
本
列
島
お
よ
び
朝
鮮
半
島
両
地
域
の
交
流
が
頻
繁
に

行
な
わ
れ
、
倭
人
が
朝
鮮
半
島
に
も
居
住
し
て
お
り
、
日
鮮
同
域
と
で
も
い
え

る
状
況
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、日
本
民
族
と
朝
鮮
民
族
は
元
が
同
じ
で
あ
り
、

日
本
民
族
は
一
方
的
に
朝
鮮
半
島
に
居
住
す
る
集
団
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の

で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
の
そ
れ
ぞ
れ
の

民
族
起
源
論
に
は
、
そ
の
主
体
と
す
る
民
族
の
起
源
地
（
発
祥
地
）
に
関
し
て

も
、
見
解
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
鳥
居
龍
藏
が
主
唱
す
る
「
固
有
日
本
人
」
論
で
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら

日
本
列
島
に
南
下
し
て
き
た
時
代
を
、
有
史
以
前
の
後
半
つ
ま
り
弥
生
式
土
器

を
使
用
し
て
い
た
集
団
の
時
代
を
想
定
し
て
い
る
の
で
、
弥
生
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
喜
田
貞
吉
が
主
張
す
る
日
鮮
同
祖
論

で
は
、
日
本
民
族
は
朝
鮮
民
族
と
同
様
に
、
既
に
記
し
た
よ
う
に
、
扶
余
系
統

に
近
い
天
孫
民
族
、
銅
鐸
を
残
し
た
秦
人
な
ど
の
古
漢
族
、
弥
生
式
土
器
を
用

い
た
出
雲
族
、
朝
鮮
半
島
の
帯
方
郡
よ
り
渡
来
し
た
漢
族
な
ど
の
異
集
団
が
、

そ
れ
ぞ
れ
濃
淡
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
時
代
を
違
え
て
日
本
列
島
に
来
住
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
集
団
が
互
い
に
接
触
・
交
流
す
る
こ
と
で
、
日
本
民

族
が
形
成
さ
れ
た
と
説
く
。
つ
ま
り
、
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
の
両
名
で

は
日
本
民
族
が
成
立
し
た
時
期
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
前
述
し
た
如
く
、
鳥
居
龍
藏
の
「
固
有
日
本
人
」
論
で
は
、
日
本
民

族
の
主
体
は
北
方
地
域
か
ら
一
方
的
に
来
住
し
た
集
団
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の

こ
と
と
大
い
に
関
係
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
か
か
る
「
固
有
日
本
人
」

が
朝
鮮
半
島
や
大
陸
に
侵
出
し
た
り
、
侵
略
す
る
と
い
う
、
政
策
的
な
意
味
合

い
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
喜
田
貞
吉
の
日
鮮
同
祖
論
は
、
同
祖
と
は
い
う
も
の
の
日
本
民
族
が

朝
鮮
民
族
を
融
和
同
化
し
た
側
面
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
、
日
鮮
同

祖
論
の
発
表
は
韓
国
併
合
後
で
、
日
本
国
民
の
気
分
が
高
揚
し
て
い
た
こ
と
を

割
引
い
て
も
、
当
時
の
国
家
権
力
に
仰
合
す
る
よ
う
な
政
策
的
な
意
味
合
い
も

大
い
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
の
日
本
民
族
起
源
論
は
、

類
似
性
あ
る
い
は
相
違
性
が
共
に
各
々
数
点
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
種
々
の

問
題
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
例
え
ば
、
既
に
紹
介
し

た
岡
正
雄
が
唱
え
る
「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」、
あ
る
い
は
江
上
波
夫
が
提

唱
す
る
「
騎
馬
民
族
国
家
」
論
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、そ
の
後
の
日
本
民
族
・

文
化
に
関
し
て
、
先
駆
的
な
研
究
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ



― 23 ―

る
。

　
六
．
結
語
︱
結
び
に
代
え
て
︱

　

我
々
、
日
本
民
族
、
つ
ま
り
日
本
人
の
祖
先
は
誰
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題

は
、
日
本
民
族
は
勿
論
の
こ
と
、
日
本
民
族
あ
る
い
は
日
本
文
化
に
関
心
を
有

す
る
研
究
者
を
含
む
日
本
民
族
以
外
の
人
び
と
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
関
心
度

が
高
い
と
い
え
る
。
そ
れ
故
、
歴
史
学
、
考
古
学
、
人
類
学
を
先
頭
に
、
関
連

す
る
学
問
諸
分
野
で
解
明
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
と
し
て
、
多
く

の
論
攷
が
発
表
さ
れ
た
り
、
著
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
学
問
的

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
解
明
す
る
に
到
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

本
論
を
再
度
要
約
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
以
下
の
点
は
と
く
に
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

　

日
本
民
族
起
源
論
前
史
に
関
し
て
は
、
主
と
し
て
水
野
祐
の
著
作
（
水
野

一
九
七
〇
、同
一
九
七
三
）
に
み
ら
れ
る
立
場
を
継
承
し
た
。
そ
の
立
場
と
は
、

事
実
関
係
の
把
握
に
関
し
て
は
、
出
来
う
る
限
り
史
（
資
）
料
を
提
示
し
て
説

明
、解
釈
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
水
野
祐
は
著
名
な
歴
史
学
者
（
日
本
史
学
）

で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
考
察
、
研
究
す
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然

の
こ
と
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
信
憑
性
が
著
し

く
高
い
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
水
野
祐
の
研
究
手
法
は
、
史
（
資
）
料
を
最
重

視
す
る
、
い
わ
ゆ
る
実
証
主
義
的
歴
史
学
の
典
型
的
な
立
場
で
あ
る（

（5
（

。

　

一
方
、
右
述
の
水
野
祐
の
研
究
方
法
と
異
な
る
立
場
の
代
表
と
し
て
工
藤
雅

樹
の
研
究
（
工
藤
一
九
七
九
、
同
一
九
九
八
）
が
挙
げ
ら
れ
る（

（5
（

。
工
藤
雅
樹
の

研
究
も
水
野
祐
の
研
究
に
劣
ら
ず
、
史
（
資
）
料
に
基
づ
い
た
非
常
に
手
が
た

い
研
究
史
で
あ
り
、
信
頼
に
足
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
水
野
祐
の
研
究
と
異

な
る
の
は
、
著
者
で
あ
る
工
藤
雅
樹
の
主
張
が
随
所
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。こ
の
点
に
関
し
て
は
、水
野
祐
の
著
作
で
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
か
っ

た
点
で
あ
る
。
専
門
と
す
る
考
古
学
を
含
む
歴
史
学
研
究
は
勿
論
の
こ
と
、
社

会
科
学
の
研
究
手
法
と
し
て
は
当
然
と
い
え
る
。

　

工
藤
雅
樹
は
、
日
本
民
族
の
起
源
に
関
す
る
研
究
を
ご
く
近
年
ま
で
詳
細
に

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
対
象
と
し
て
い
る
鳥
居
龍
藏
お
よ
び

喜
田
貞
吉
に
関
連
す
る
箇
所
に
つ
い
て
の
み
論
じ
る
。
工
藤
雅
樹
は
、
鳥
居
龍

藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
の
両
名
に
共
通
し
た
研
究
目
的
に
大
き
な
問
題
点
が
存
在

す
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
指
摘
と
は
、
右
述
の
水
野
祐
の
著
書
で
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
が
、
当
時
の
国
家
権
力
や
そ
れ
と
一
体
と
な
っ
た
軍
部
の
方
針
に
仰

合
し
た
形
で
研
究
・
調
査
に
従
事
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
国
家
（
政
府
）
の
植
民
地
政
策
や
軍
部
を
中
心
と
し
た

大
陸
侵
略
政
策
に
積
極
的
に
加
担
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

か
か
る
点
を
ま
ず
念
頭
に
置
い
て
、
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
推
察

で
き
る
。

　

具
体
的
に
指
摘
す
る
と
、
鳥
居
龍
藏
が
主
唱
す
る
「
固
有
日
本
人
」
論
に

関
し
て
は
、「
以
上
の
よ
う
な
点
（
占
守
島
な
ど
北
千
島
調
査
を
指
す
︱
筆
者

註
）
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
世
界
学
術
の
檜
舞
台
と
は
欧
米
の
植
民
地
支
配
に

追
随
し
て
行
な
わ
れ
た
植
民
地
研
究
の
意
味
あ
る
こ
と
及
び
、
鳥
居
の
研
究
は
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い
ち
じ
る
し
く
朝
鮮
・
中
国
・
シ
ベ
リ
ア
の
侵
略
に
仰
合
的
で
あ
る
」（
工
藤

一
九
九
八
：
一
〇
四
）
と
論
じ
、「
日
本
帝
国
主
義
の
ア
ジ
ア
侵
略
と
呼
応
し
て
、

ア
ジ
ア
を
舞
台
に
応
用
・
展
開
さ
せ
、
記
紀
を
合
理
的
に
解
釈
し
て
そ
の
学
問

的
裏
づ
け
に
し
よ
う
と
い
う
」（
工
藤
一
九
九
八
：
一
〇
九
）
流
れ
に
沿
っ
た

研
究
で
あ
る
と
批
判
す
る（

（5
（

。
ま
た
、
喜
田
貞
吉
が
主
張
す
る
日
鮮
同
祖
論
に
関

し
て
も
、
上
田
正
昭
は
、
喜
田
貞
吉
が
「
い
ま
や
皇
威
は
い
わ
ゆ
る
大
八
州
の

外
に
輝
き
近
く
朝
鮮
・
台
湾
な
ど
も
わ
が
帝
国
の
版
図
に
加
わ
り
そ
の
民
は
わ

が
臣
民
と
な
っ
た
」（
喜
田
一
九
三
〇
、
上
田
一
九
七
八
：
三
一
五
）
と
論
じ

て
い
る
こ
と
を
と
ら
え
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
行
な
う
。
す
な
わ
ち
上
田
正
昭

は
、「
日
本
帝
国
の
海
外
侵
略
を
合
理
化
す
る
民
族
論
で
あ
る
」
と
、
工
藤
雅

樹
と
同
じ
立
場
か
ら
厳
し
く
批
判
す
る
の
で
あ
る
（
上
田
一
九
七
八
：
五
二
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
の
両
名
が
唱
え
る
日
本
民
族

に
関
す
る
起
源
論
は
、
共
に
植
民
地
化
を
目
ざ
す
、
日
本
帝
国
主
義
に
加
担
す

る
立
場
か
ら
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
鳥
居
龍
藏
に
関
し
て
は
、
拙
著
（
二
〇
〇
七
：
Ⅴ
）
に
お
い

て
指
摘
し
た
如
く
、
確
か
に
台
湾
調
査
（
一
八
九
六
︱
一
九
〇
〇
年
）
に
お
い

て
、
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
の
教
授
ら
と
共
に
、
旧
日
本
軍
の
御
用
船
に

便
乗
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
度
々
便
宜
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
軍
国
主
義
の
使
命
を
果
す
た
め
で
は
な
く
」（
鳥
居

一
九
五
三
、
同
一
九
七
六
Ｃ
：
二
三
五
）
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
、

そ
の
こ
と
を
国
家
権
力
に
加
担
し
た
と
ま
で
い
い
切
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
加
担

と
い
う
の
は
、
自
ら
が
国
家
権
力
の
要
請
な
ど
に
よ
り
、
進
ん
で
現
地
に
行
き
、

そ
の
要
請
に
沿
っ
た
成
果
を
報
告
す
る
な
ど
の
行
為
を
指
す
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
さ
ら
に
、
そ
の
成
果
が
軍
な
ど
国
家
権
力
の
行
使
に
直
接
利
用
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
帝
国
主
義
の
ア
ジ
ア
侵
略
に
呼
応
し
た
と
ま
で
い
い

切
れ
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
そ
の
よ
う
な
見
解
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
鳥
居

龍
藏
は
軍
に
加
担
・
協
力
す
る
以
上
に
、
自
ら
の
学
問
的
関
心
の
解
明
の
た
め
、

海
外
に
出
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
域
が
偶
然
に
も
軍
部
が
大
陸
に
侵
略

し
た
地
域
と
一
致
し
た
だ
け
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る（

（5
（

。
し
か
し
、こ
の
点
は
、

後
々
問
題
が
あ
る
こ
と
は
充
分
承
知
し
て
い
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
た

く
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鳥
居
龍
藏
が
主
唱
す
る
「
固
有
日
本
人
」
説
、
喜
田
貞
吉
が

主
張
す
る
日
鮮
同
祖
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
的
態
度
が
問
わ
れ
る
学
説
な
の

で
あ
る
。

　

な
お
本
稿
は
、
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
の
日
本
民
族
起
源
論
に
関
す
る

研
究
業
績
を
、
正
当
に
再
評
価
す
る
こ
と
を
直
接
の
動
機
と
し
て
作
成
し
た
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
学
問
的
水
準
か
ら
す
れ
ば
、
訂
正
・
補
正
す
る
必
要
が
認

め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
天
孫
民
族
、
天
孫
種
族
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
用
語
の
不

統
一
も
多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
の
日
本
民
族

論
を
主
題
と
し
た
関
係
か
ら
、
右
述
し
た
訂
正
・
補
正
、
お
よ
び
用
語
の
統
一

な
ど
は
一
切
行
な
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
現
在
で
は
、
使
用
す
る
こ
と
が
避
け

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
用
語
に
関
し
て
も
、
訂
正
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
使
用

し
た
。
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［
註
］

（
１
）	
周
知
の
如
く
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
お
い
て
は
、
一
九
四
七
年
頃
か
ら
、
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
を
支
持
す
る
民
政
局
（
Ｇ
Ｓ
）
と
、
反
共
を
掲
げ
る
幕

僚
第
二
部
（
Ｇ
２
）
と
の
間
の
対
立
が
激
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
者

の
Ｇ
Ｓ
派
は
後
退
し
、
反
共
色
の
強
い
後
者
の
Ｇ
２
派
が
前
面
に
出
て
、

優
位
に
立
っ
た
。

（
２
）	

筆
者
は
、
歴
史
認
識
を
、
知
り
得
た
成
果
で
あ
る
知
識
を
意
味
す
る
歴

史
知
識
、
史
実
に
対
す
る
単
な
る
見
方
で
あ
る
歴
史
感
、
お
よ
び
史

実
か
ら
得
ら
れ
た
率
直
な
思
考
で
あ
る
歴
史
観
と
異
な
る
概
念
と
し

て
把
握
し
、
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
攷
（
田
畑

二
〇
一
四
：
一
四
）
で
も
論
じ
た
の
で
参
照
の
こ
と
。
ま
た
同
様
に
、

地
理
認
識
に
つ
い
て
も
、
地
理
知
識
、
地
理
感
、
お
よ
び
地
理
観
と
は

異
な
る
概
念
と
し
て
使
用
し
て
い
る
（
田
畑
二
〇
〇
八
：
一
三
三
、
同

二
〇
一
一
：
九
二
、
同
二
〇
一
七
：
三
）。

（
３
）	

津
田
左
右
吉
の
主
張
す
る
立
場
、
い
わ
ゆ
る
津
田
史
学
が
代
表
的
な
立

場
で
あ
る
。
津
田
左
右
吉
は
、
普
通
選
挙
や
政
党
政
治
に
み
ら
れ
る
民

主
主
義
的
改
革
の
要
求
が
高
ま
っ
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
に
、『
神

代
史
の
新
し
い
研
究
』
を
は
じ
め
、『
古
事
記
及
日
本
書
紀
の
研
究
』
な

ど
の
大
作
を
続
々
と
刊
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
を
通
し
て
、
津
田
左

右
吉
は
、『
記
紀
』
の
冒
頭
部
に
登
場
す
る
神
話
伝
説
、
つ
ま
り
神
話

の
部
分
（
日
本
神
話
）
が
、
史
実
を
根
拠
と
し
た
客
観
的
な
記
述
で
な

い
こ
と
を
強
力
に
主
唱
し
た
。
そ
の
た
め
、
皇
室
の
尊
厳
を
侵
害
し
た

と
右
翼
か
ら
激
し
く
攻
撃
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
に
前
二
冊
を
含
む
主
要
著
作
が
発
禁
処
分
と
な
り
、
早
稲

田
大
学
教
授
も
辞
任
に
追
い
や
ら
れ
た
。

（
４
）	「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」
は
、ほ
ぼ
同
時
に
発
表
さ
れ
た
関
連
論
攷
「
日

本
民
族
文
化
の
形
成
」（
一
九
五
六
）
と
共
に
、
岩
波
書
店
発
行
の
岩
波

文
庫
に
も
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
岡
正
雄
の
学
説
は
よ
り
広
く

一
般
の
人
び
と
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
５
）	

岡
正
雄
の
学
位
請
求
論
文
が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
以

下
の
よ
う
な
事
情
が
存
在
し
た
。
岡
正
雄
は
、
一
九
二
五
年
東
京
帝
国

大
学
社
会
学
科
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、
日
本
文
化
に
多
大
の
関
心
を

有
し
て
い
た
柳
田
国
男
ら
と
協
力
し
て
『
民
族
』
を
発
行
し
た
。
同
雑

誌
は
、
そ
の
後
「
柳
田
先
生
と
の
諧
調
が
壊
れ
て
」（
岡
一
九
九
四
：

二
二
〇
）
廃
刊
と
な
っ
た
が
、
そ
の
頃
民
具
研
究
で
著
名
な
渋
沢
敬
三

の
好
意
に
よ
り
欧
州
留
学
に
恵
ま
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
民
族
研
究
所
に

留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
同
民
族
研
究
所
は
、
民
族
学
研
究

に
お
け
る
ウ
ィ
ー
ン
学
派
と
称
せ
ら
れ
る
程
、
民
族
学
研
究
を
リ
ー

ド
す
る
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、K

oppers, W
.

やH
eine 

– Gldern

ら
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
従
来
よ
り
関
心
を
有
し
て
い
た

日
本
民
族
文
化
の
形
成
に
つ
い
て
の
研
究
に
従
事
し
た
。
そ
の
研
究

を
整
理
し
、
纏
め
た
の
が
右
述
の
学
位
請
求
論
文
で
あ
っ
た
（
大
林

一
九
九
四
：
二
六
八
︱
二
七
二
）。
同
学
位
請
求
論
文
は
刊
行
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
、
提
出
当
時
そ
の
存
在
は
、
日
本
で
は
一
部
の
研
究
者
を
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除
き
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
東
京
大

学
教
養
学
部
に
文
化
人
類
学
専
攻
を
創
設
し
た
石
田
英
一
郎
も
、
岡
正

雄
と
同
時
期
ウ
ィ
ー
ン
大
学
民
族
研
究
所
に
留
学
し
て
い
る
。

（
６
）	

文
化
層
と
い
う
用
語
は
、
学
位
請
求
論
文
の
論
題
の
一
部
に
も
使
用
さ

れ
て
い
る
程
、
岡
正
雄
の
学
説
に
と
っ
て
は
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
文
化
層
と
は
、
日
本
列
島
を
取
り
囲
む
周
辺
諸
地
域
か

ら
時
代
を
違
え
て
数
度
に
わ
た
り
伝
播
し
た
文
化
の
波
の
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
な
お
岡
正
雄
に
は
、
文
化
は
そ
の
文
化
の
担
い
手
集
団
と

共
に
移
動
す
る
と
い
う
、
文
化
移
動
説
の
立
場
を
踏
襲
す
る
。
そ
れ
故
、

文
化
を
担
っ
て
い
る
集
団
も
、
日
本
列
島
に
伝
来
し
た
こ
と
に
な
る
。

文
化
移
動
説
は
、Sm

ith, Elliot, G.

を
中
心
に
唱
え
ら
れ
た
、
文
化
人

類
学
に
お
け
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
学
派
と
目
さ
れ
る
文
化
移
動
説
と
は

若
干
異
な
る
立
場
で
あ
る
。Sm

ith, Elliot, G.

の
文
化
移
動
説
は
、
エ

ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
を
調
査
し
た
経
験
な
ど
か
ら
、
文
化
の
発
祥
地
は
エ

ジ
プ
ト
で
あ
る
と
断
定
す
る
（
堀
一
九
五
四
：
二
〇
三
︱
二
〇
五
）。
そ

し
て
エ
ジ
プ
ト
文
化
が
世
界
各
地
に
伝
播
し
た
と
主
張
し
、
文
化
発
祥

地
一
元
説
の
立
場
を
取
る
。
こ
の
学
説
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
西
村

真
次
が
唱
え
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
多
く
の
著
作
（
西
村
一
九
二
九

な
ど
）
を
著
し
、
一
定
の
支
持
者
を
得
た
。
岡
正
雄
は
、
文
化
は
そ
の

文
化
の
担
い
手
集
団
と
共
に
伝
播
す
な
わ
ち
移
動
す
る
と
す
る
が
、
文

化
発
祥
一
元
説
を
取
ら
な
い
。

（
７
）	

座
談
会
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
五
月
、
東
京
御
茶
の
水
の
喫

茶
店
で
開
か
れ
た
。
出
席
者
は
司
会
を
務
め
た
石
田
英
一
郎
他
、
岡
正

雄
（
民
族
学
）、
江
上
波
夫
（
東
洋
史
）、
八
幡
一
郎
（
考
古
学
）
の
四

名
で
あ
っ
た
。
こ
の
座
談
会
の
内
容
は
、
翌
昭
和
二
十
四
年
四
月
に
第

二
次
世
界
大
戦
後
復
刊
さ
れ
た
『
民
族
学
研
究
』
一
三
︱
三
に
掲
載
さ

れ
た
。
な
お
、
そ
の
内
容
が
研
究
者
間
で
大
き
な
反
響
を
浴
び
た
こ
と

か
ら
、
単
行
本
（
岡
一
九
五
八
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
8
）	「
騎
馬
民
族
国
家
」
論
は
、岡
正
雄
が
唱
え
る
「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」

（
第
一
表
）
の
中
で
、
北
方
か
ら
南
下
し
、
朝
鮮
半
島
経
由
で
も
っ
と
も

遅
れ
て
伝
来
し
た
、
天
皇
一
族
を
中
核
と
し
た
集
団
が
、
日
本
列
島
に

王
朝
（
征
服
王
朝
）
を
形
成
し
た
と
主
張
す
る
民
族
国
家
論
で
あ
る
。

（
９
）	「
照
葉
樹
林
文
化
」
論
は
、
岡
正
雄
の
「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」（
第

一
表
）
に
み
ら
れ
る
、南
方
か
ら
渡
来
し
た
第
二
及
び
第
四
の
波
（
段
階
、

文
化
層
）
に
関
連
す
る
集
団
に
よ
り
、
形
成
さ
れ
た
と
す
る
民
族
文
化

論
で
あ
る
。

（
10
）	

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
使
用
し
て
き
た
、
本
稿
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ

で
あ
る
日
本
民
族
を
、
歴
史
学
を
主
専
攻
と
す
る
水
野
祐
の
概
念
規
定

と
同
様
な
意
味
で
使
用
す
る
。
す
な
わ
ち
水
野
祐
は
、「
民
族Echnic 

group

と
い
う
語
は
、
人
種
が
形
質
的
特
徴
に
基
づ
く
自
然
科
学
的
概

念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
全
く
対
照
的
に
文
化
的
特
徴
に
基
づ
い
て
人

群
を
識
別
す
る
場
合
に
使
用
さ
れ
る
。
…
（
中
略
）
…
文
化
す
な
わ
ち

人
間
の
生
活
様
態Life-m

ode

の
共
有
…
（
中
略
）
…
日
常
生
活
に
お

い
て
文
化
複
合
体
と
し
て
の
日
本
文
化
を
共
有
す
る
人
群
の
称
で
あ



― 27 ―

る
」（
水
野
一
九
七
〇
：
二
〇
五
）
と
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
水
野
祐

に
は
、
こ
の
日
本
民
族
、
お
よ
び
後
述
す
る
日
本
人
、
日
本
民
族
形
成

な
ど
、
日
本
民
族
起
源
論
に
つ
い
て
の
主
要
な
用
語
に
お
い
て
、
他
の

著
作
（
水
野
一
九
七
三
、
初
版
一
九
六
〇
）
で
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
述

を
行
な
っ
て
い
る
。

（
11
）	

水
野
祐
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
無
意
識
、
広
範
に
使
用
さ
れ

て
い
る
用
語
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
概
念
規
定
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、「
す
な
わ
ち
日
本
国
内
︱
日
本
列
島
を
日
常
生
活
の
本
拠
と
し
て

生
活
を
営
み
、
か
つ
日
本
人
の
自
覚
を
有
し
て
い
る
住
民Population, 

inhavitants

を
さ
し
て
日
本
人
と
称
し
て
い
る
。
日
本
列
島
の
固
有
の

民
族
こ
そ
、
日
本
人
で
あ
る
」（
水
野
一
九
七
〇
：
二
〇
五
）
と
す
る
。

そ
の
上
で
、
こ
の
日
本
人
は
漠
然
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
体
格
、
容
貌
、

言
語
、
習
俗
な
ど
基
本
的
な
要
素
を
共
有
す
る
と
い
う
特
徴
を
兼
ね
備

え
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
水
野
一
九
七
〇
：
二
〇
五
︱
二
〇
六
）。

（
12
）	

石
器
時
代
と
称
し
て
も
、
厳
格
に
い
え
ば
新
石
器
時
代
で
あ
る
。
相
沢

忠
世
に
よ
っ
て
旧
石
器
時
代
の
地
層
で
あ
る
関
東
ロ
ー
ム
層
か
ら
石
器

が
発
見
さ
れ
て
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
九
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
（
相
沢
一
九
六
七
、
芹
沢
一
九
八
二
：
二
︱
二
二
）。
ま
た

一
九
七
〇
年
に
は
、
沖
縄
本
島
南
部
の
具
志
頭
村
港
川
に
お
い
て
、
ほ

ぼ
全
身
の
状
態
で
数
万
年
前
の
四
体
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
人

骨
は
、
発
見
さ
れ
た
地
名
に
因
ん
で
港
川
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
埴
原

一
九
九
六
：
一
一
六
︱
一
一
七
）。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
発
見
が
第

二
次
世
界
大
戦
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
展
開
し
て
い
る
、
古
代

か
ら
続
い
て
い
る
日
本
民
族
起
源
論
争
で
は
対
象
外
で
あ
っ
た
。
な
お
、

港
川
人
は
縄
文
人
の
祖
先
集
団
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本

列
島
南
端
に
近
い
沖
縄
本
島
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本
人

全
体
の
祖
先
と
看
做
し
て
よ
い
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
問
題
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
（
埴
原
一
九
九
六
：
一
二
一
）。

（
13
）	

そ
の
後
同
様
に
、
雷
神
が
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
「
石
器
天

工
」
説
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
「
石
器
天
降
」
説
や
「
石
器
天
工
」
説

は
、
我
々
日
本
民
族
の
祖
先
に
当
た
る
集
団
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本

列
島
の
「
先
住
民
族
非
日
本
人
」
説
の
一
つ
と
看
做
さ
れ
て
い
る
（
水

野
一
九
七
〇
：
二
一
六
、
清
野
一
九
九
四
）。

（
14
）	

こ
の
点
に
関
し
て
、
寺
田
和
夫
は
、
日
本
考
古
学
者
が
独
自
の
見
解
に

よ
っ
て
、
石
器
が
人
工
物
で
あ
る
こ
と
を
欧
州
の
研
究
者
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
看
破
し
た
と
す
る
、
著
名
な
自
然
人
類
学
研
究
者
清
野
謙
次
の
言

説
を
引
い
て
、
新
井
白
石
の
先
駆
的
見
解
を
高
く
評
価
し
て
い
る
（
寺

田
一
九
八
五
：
九
）。

（
15
）	

工
藤
雅
樹
に
よ
る
と
、von Siebold, P. E.

以
前
に
、
布
教
や
鎖
国
後

の
貿
易
の
た
め
に
来
日
し
た
外
国
人
の
中
に
も
、日
本
民
族
の
起
源
（
日

本
人
種
起
源
論
）
に
強
い
関
心
や
興
味
を
も
つ
者
も
存
在
し
た
（
工
藤

一
九
七
九
：
三
六
︱
三
八
）。
そ
の
中
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
の
日
本
商
館

長
付
き
の
医
師
と
し
て
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人K

öm
pfer. E.

は
、
旧
約

聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
如
く
、
バ
ビ
ロ
ン
を
本
源
と
し
、
そ
こ
か
ら
東
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方
に
向
か
っ
た
集
団
の
一
行
が
、
ア
ム
ー
ル
川
（
黒
龍
江
）
を
下
り
、

日
本
海
に
沿
っ
て
南
下
し
、
朝
鮮
半
島
経
由
で
渡
来
し
、
日
本
民
族

の
祖
先
つ
ま
り
起
源
と
な
っ
た
と
推
定
し
た
。
す
な
わ
ちK

öm
pfer. 

E.

は
、
日
本
民
族
の
祖
先
バ
ビ
ロ
ニ
ア
起
源
説
を
展
開
し
た
（
工
藤

一
九
七
九
：
四
二
︱
四
三
）。

（
16
）	

工
藤
雅
樹
は
、von Siebold, P. E.

は
、Köm

pfer. E.

な
ど
も
唱
え
る
、

日
本
人
韃
靼
民
族
系
説
を
言
語
・
風
俗
な
ど
を
比
較
す
る
こ
と
で
主
張

し
た
。
ま
た
、
日
本
民
族
の
起
源
を
「
朝
鮮
お
よ
び
北
海
道
・
樺
太
の

ア
イ
ヌ
に
求
め
得
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
」（
工
藤
一
九
七
九
：

四
八
）
こ
と
に
関
し
て
も
、
大
い
に
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
なvon Siebold, P. E.

の
見
解
は
、「
そ
の
方
法
と
し
て
体

質
・
言
語
・
風
俗
・
宗
教
な
ど
の
類
似
を
も
と
に
す
る
と
い
う
点
か
ら
も
、

一
方
で
は
後
の
「
日
鮮
同
祖
論
」
的
な
説
の
、
他
方
で
は
人
類
学
者
に

よ
る
汎
ア
イ
ヌ
説
の
先
駆
」（
水
野
：
四
八
）
と
い
え
る
、
と
鋭
く
指
摘

し
て
い
る
。

（
17
）	M

orse, E. S.

は
、
当
初
か
ら
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
東
京
帝
国
大
学

に
招
聘
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
近
海
に
生
息
す
る
、
シ
ャ

ミ
セ
ン
ガ
イ
に
代
表
さ
れ
る
腕
足
類
の
調
査
・
研
究
の
た
め
に
、
明
治

十
年
（
一
八
七
七
）
に
横
浜
に
到
着
し
た
。
当
時
東
京
帝
国
大
学
で
は

動
物
学
を
担
当
す
る
教
授
を
探
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
適
任
者
と
し

て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。M

orse, E. S.

は
、
東
京
帝
国
大
学

動
物
学
を
講
義
す
る
と
同
時
に
、
腕
足
類
の
研
究
を
進
め
る
過
程
で
、

D
arw

in, C.

の
「
進
化
論
」
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、「
進

化
論
」
の
紹
介
・
普
及
に
も
努
め
た
（
工
藤
一
九
七
九
：
五
一
、
寺
田

一
九
八
一
：
一
四
︱
一
五
）。

（
18
）	M

ilne, J.

は
イ
ギ
リ
ス
の
鉱
山
技
師
で
あ
り
、
地
震
学
を
専
門
と
し
て

い
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
来
日
し
た
が
、
そ
の
後
約
十
九

年
間
の
長
期
に
渡
り
滞
在
し
、
工
部
大
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
で
鉱

山
学
・
地
震
学
を
担
当
し
た
。
と
く
に
日
本
地
震
学
会
な
ど
を
創
設

す
る
な
ど
、
わ
が
国
の
地
震
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
（
工
藤

一
九
七
九
：
七
〇
）。
そ
の
た
め
、
日
本
地
震
学
の
父
と
称
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
な
お
、M

ilne, J.

に
関
し
て
は
、
吉
岡
郁
夫
に
よ
る
詳
細

な
解
説
が
存
在
す
る
（
吉
岡
・
長
谷
部
一
九
三
三
：
一
一
︱
一
三
三
）。

ま
た
、
主
要
論
攷
五
編
に
つ
い
て
も
日
本
語
訳
が
あ
る
（
吉
岡
・
長
谷

部
一
九
九
三
：
一
三
六
︱
二
五
一
）。

（
19
）	

他
に
、
ア
イ
ヌ
語
で
はkoropok-un-guru

と
も
呼
ば
れ
、koro

は

蕗
、puk

は
下
、un

は
物
を
示
す
語
、guru

は
人
を
意
味
す
る
合

成
語
で
あ
る
と
し
、「
蕗
の
下
に
居
る
人
」
と
い
う
説
も
あ
る
（
水
野

一
九
七
三
：
二
九
、
鳥
居
一
九
五
三
、
同
一
九
七
六
Ｃ
：
二
一
一
）。

（
20
）	

英
国
教
会
伝
道
会
（
後
の
日
本
聖
公
会
）
の
宣
教
師
と
し
て
、
明
治
十

年
（
一
八
七
七
）
以
来
函
館
に
住
み
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
太

平
洋
戦
争
勃
発
の
た
め
日
本
を
去
る
ま
で
、
長
期
間
活
動
を
続
け
た
。

ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
と
の
音
節
構
造
上
の
類
似
性
や
、
地
名
か
ら
ア
イ

ヌ
語
が
日
本
語
の
祖
先
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
研
究
に
従
事
し
た
。
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（
21
）	
池
田
次
郎
は
、
日
本
民
族
す
な
わ
ち
日
本
石
器
時
代
人
の
科
学
的
究
明

は
、M

orse, E. S.

に
よ
る
大
森
貝
塚
の
発
見
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
（
池
田
・
大
野
編
一
九
九
三
：
五
）。

（
22
）	

坪
井
正
五
郎
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学

理
科
大
学
生
物
学
科
に
入
学
し
た
。
生
物
学
科
卒
業
後
、
直
ち
に
同
大

学
院
に
入
学
し
、
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
人
類
学
を
研
究
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
大
学
院
修
了
後
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
に
行
き
、
帰
国
す
る
と
理

科
大
学
教
授
と
な
り
、
人
類
学
教
室
主
任
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
留
学

に
は
、「
人
類
学
為
修
学
満
三
年
英
国
留
学
ヲ
命
ス
」
と
い
う
辞
令
を
も

ら
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
坪
井
正
五
郎
は
、
新
進
気
鋭
の
研
究
者
と
し

て
大
い
に
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
正
二
年
（
一
九
二
七
）

ロ
シ
ア
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
）
で
開
催
さ

れ
た
万
国
学
士
院
連
合
大
会
に
出
席
し
た
が
、
大
会
終
了
後
現
地
に
て

客
死
し
た
（
寺
田
一
九
八
三
：
三
八
︱
四
六
な
ど
）。

（
23
）	

本
来
で
あ
れ
ば
、
坪
井
正
五
郎
が
主
張
す
る
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
説

お
よ
び
そ
の
説
に
反
論
し
た
白
井
光
太
郎
や
小
金
井
良
精
が
展
開
す
る

ア
イ
ヌ
説
は
、
ア
イ
ヌ
＝
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
論
争
と
称
さ
れ
る
程
、

日
本
民
族
起
源
論
に
関
し
て
、
多
く
の
人
び
と
に
関
心
が
も
た
れ
た
。

そ
れ
故
、
日
本
民
族
起
源
論
を
主
題
と
し
て
い
る
本
稿
に
お
い
て
も
、

詳
細
か
つ
具
体
的
な
検
討
・
分
析
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
本
稿
で
は
、
日
本
民
族
起
源
論
を
展
開
し
た
研
究
者
の
中
か
ら
、

鳥
居
龍
藏
お
よ
び
喜
田
貞
吉
に
限
定
し
て
、
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
ア
イ
ヌ
＝
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
論
争
は
、
本
稿
に
直
接
関

係
す
る
場
合
の
み
、
検
討
な
ど
を
行
な
う
。

	

　

な
お
、
ア
イ
ヌ
＝
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
論
争
に
関
し
て
は
、
水
野

祐
（
一
九
七
〇
：
三
一
︱
三
三
）、
池
田
・
大
野
編
（
一
九
七
三
：
五
四

︱
一
二
六
）、
寺
田
和
夫
（
一
九
七
五
、
同
一
九
八
六
：
五
三
︱
六
六
）、

工
藤
雅
樹
（
一
九
七
九
：
四
九
︱
一
三
五
、
同
一
九
九
九
：
一
四
︱

三
七
）
の
著
作
を
筆
頭
に
非
常
に
多
く
の
文
献
が
存
在
す
る
。
ま
た
筆

者
も
、
拙
著
（
田
畑
二
〇
〇
七
：
六
九
︱
七
五
、二
〇
七
︱
二
二
〇
）
に

お
い
て
論
じ
た
。

（
24
）	

占
守
島
調
査
は
、
坪
井
正
五
郎
に
対
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
依
頼
で
あ
っ

た
。
依
頼
主
は
、
陸
軍
大
尉
郡
司
成
忠
で
あ
っ
た
。
郡
司
成
忠
は
、
占

守
島
に
お
い
て
開
拓
・
移
住
計
画
を
立
て
て
い
た
。
そ
の
た
め
の
下
見

検
分
を
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
実
施
し
た
。
そ
の
占
守
島
で

竪
穴
式
住
居
跡
を
発
見
し
た
。
竪
穴
式
住
居
は
ア
イ
ヌ
が
居
住
す
る
に

は
余
り
に
も
小
規
模
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
竪
穴
式
住
居
跡
は
、

坪
井
正
五
郎
が
主
唱
す
る
コ
ロ
ボ
（
ポ
）
ッ
ク
ル
が
作
成
し
た
の
で
は

な
い
か
と
疑
い
、
坪
井
正
五
郎
に
調
査
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
の
で

あ
っ
た
（
田
畑
二
〇
〇
七
：
三
三
︱
三
六
）。
な
お
占
守
島
に
関
し
て
は
、

郡
司
成
忠
に
引
率
さ
れ
た
報
效
義
会
隊
員
が
滞
在
し
て
開
拓
に
当
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
開
拓
事
業
は
失
敗
し
、
報
效
義
会
隊
員
一
名
が
残

る
の
み
と
な
っ
た
。
そ
の
隊
員
の
遺
児
が
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
時
ま

で
住
み
続
け
た
。
占
守
島
に
関
し
て
は
、
そ
の
遺
児
に
よ
る
著
作
（
別
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所
一
九
七
七
）
に
詳
し
い
。

（
25
）	
こ
の
よ
う
に
、
鳥
居
龍
藏
は
、
と
く
に
占
守
島
を
は
じ
め
千
島
列
島
に

行
き
、
調
査
を
実
施
し
た
い
と
い
う
強
い
意
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

た
だ
し
鳥
居
龍
藏
は
、
占
守
島
に
出
発
す
る
以
前
に
ア
イ
ヌ
に
関
す
る

論
攷
を
一
編
（
鳥
居
一
八
九
五
）
発
表
し
て
い
る
。
同
論
攷
は
日
本
民

族
起
源
論
に
直
接
関
連
が
な
い
が
、
日
本
民
族
の
中
核
と
看
做
さ
れ
る

大
和
民
族
以
外
の
論
攷
と
し
て
は
、
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ

う
に
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
が
成
立
し
、

千
島
列
島
の
内
、
得
撫
島
以
北
の
島
々
が
日
本
領
と
規
定
さ
れ
た
。
な

お
、
鳥
居
龍
藏
に
よ
る
古
守
島
を
含
む
、
千
島
列
島
調
査
に
つ
い
て
は
、

拙
攷
（
田
畑
一
九
九
八
、
同
二
〇
〇
七
：
一
七
九
︱
二
二
三
）
で
も
論

じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
参
照
の
こ
と
。

（
26
）	

鳥
居
龍
藏
は
、
そ
の
著
書
（
鳥
居
一
九
〇
三
、
同
一
九
七
六
ｂ
、
一
二
）

に
お
い
て
、
ア
イ
ヌ
を
分
布
・
居
住
し
て
い
る
地
域
に
従
っ
て
、
三
種

類
の
ア
イ
ヌ
に
区
分
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
海
道
全
域
お
よ
び
千

島
列
島
南
部
の
国
後
島
、
択
捉
島
に
居
住
す
る
蝦
夷
ア
イ
ヌ
、
樺
太
に

分
布
す
る
樺
太
ア
イ
ヌ
、
千
島
列
島
最
北
端
占
守
島
か
ら
、
ラ
ワ
サ
（
ラ

シ
ョ
ワ
、
羅
処
和
）
島
に
住
む
、
北
千
島
ア
イ
ヌ
で
あ
る
。

（
27
）	

東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
で
、
解
剖
学
を
専
門
と
し
、
日
本
人

の
骨
の
研
究
で
著
名
で
あ
っ
た
。
日
本
民
族
す
な
わ
ち
日
本
人
の
祖

先
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
坪
井
正
五
郎
と
共
に
明
治
二
十
一
年

（
一
八
八
八
）
北
海
道
調
査
に
出
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
坪
井
正
五
郎
、

小
金
井
良
精
の
両
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
正
し
い
と
確
認
す
る
こ
と

に
な
り
、
結
着
が
付
か
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
小
金
井
良
精
は
、
単
独

で
北
海
道
調
査
を
行
な
っ
た
。
小
金
井
良
精
は
、
こ
れ
ら
北
海
道
調
査

の
成
果
を
踏
ま
え
、
か
つ
日
本
人
骨
の
研
究
な
ど
か
ら
日
本
民
族
ア
イ

ヌ
起
源
論
を
正
式
に
発
表
し
た
（
小
金
井
一
八
九
〇
）。

（
28
）	

人
種
と
い
う
概
念
は
、
蒙
古
人
種
や
イ
ヌ
イ
ッ
ト
が
代
表
な
の
で
あ
る

が
、
ひ
と
つ
の
人
種
（
単
一
人
種
）
が
ひ
と
つ
の
民
族
（
単
一
民
族
）

を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
に
通
じ
る
。
高
山
龍
三
に
よ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
む
し
ろ
例
外
に
存
す
る
も
の
で
、
人
種
は
統
計

的
概
念
に
過
ぎ
な
い
（
高
山
一
九
九
二
：
六
〇
）。
日
本
民
族
の
場
合
も

同
様
で
、
岡
正
雄
の
「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」
に
み
ら
れ
る
種
族
文

化
複
合
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
人
種
よ
り
形
成
さ
れ
た
と

は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
故
、
人
種
と
い
う
概
念
よ
り
民
族
と
い
う
概
念

の
方
が
よ
り
実
態
に
近
い
概
念
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
人
種
あ
る
い
は
民
族
と
い
う
概
念
自

体
を
学
術
用
語
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
、
幻
想
に
近
い

概
念
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
み
ら
れ
る
（
ス
チ
ア
ー
ト
・
ヘ
ン
リ
ー
編

二
〇
〇
〇
な
ど
）。

（
29
）	

工
藤
雅
樹
に
よ
れ
ば
、
鳥
居
龍
藏
の
占
守
島
調
査
な
ど
の
成
果
は
、
小

金
井
良
精
が
自
説
で
あ
る
ア
イ
ヌ
説
に
有
利
な
証
拠
と
判
断
し
た
た
め

に
、
一
般
の
人
び
と
の
間
で
は
ア
イ
ヌ
説
が
普
及
し
た
と
す
る
（
工
藤

一
九
七
九
：
一
〇
八
）。
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（
30
）	
鳥
居
龍
藏
に
よ
れ
ば
、
民
族
の
歴
史
を
研
究
す
る
学
問
分
野
、
例
え
ば

人
類
学
、
人
種
学
、
文
化
史
学
な
ど
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に

三
時
代
に
区
分
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
い
う
（
鳥
居
一
九
一
七
、

同
一
九
七
五
：
一
七
四
︱
一
七
七
）。
三
区
分
と
は
、
古
い
方
か
ら
順

に
有
史
以
前
（Prehistoric

）、
原
史
時
代
（Protohistoric

）、
お

よ
び
歴
史
時
代
（H

istoric

）
で
あ
る
。
そ
の
内
、
有
史
以
前
の
特
徴

は
、
門
碑
伝
説
な
き
時
代
で
、
石
器
時
代
が
該
当
す
る
。
こ
の
時
代
を

形
成
し
た
主
要
集
団
は
、
ア
イ
ヌ
と
「
固
有
日
本
人
」
で
あ
る
（
田
畑

二
〇
一
七
：
五
︱
六
）。

（
31
）	

鳥
居
龍
藏
は
、
ア
イ
ヌ
が
南
方
か
ら
島
々
を
経
由
し
て
日
本
列
島
に
来

住
し
た
と
す
る
南
方
説
も
み
ら
れ
る
と
い
う
（
鳥
居
一
九
一
一
、
同

一
九
七
五
：
五
〇
四
）。
な
お
、
同
様
の
論
旨
は
、
そ
の
後
に
出
版
さ
れ

た
著
書
（
鳥
居
一
九
二
五
ｂ
、同
一
九
七
五
：
三
八
七
）
に
も
み
ら
れ
る
。

（
32
）	

古
代
史
の
用
語
と
し
て
は
、『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
い
わ
ゆ
る
『
紀

記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
国
津
神
、
つ
ま
り
国
津
神
系
の
土
着
集
団
が

ほ
ぼ
該
当
す
る
。
こ
の
集
団
は
、
古
く
天
孫
降
臨
前
か
ら
日
本
列
島
に

来
住
し
た
集
団
で
あ
る
と
い
う
（
鳥
居
一
九
二
五
ｂ
、
同
一
九
七
五
：

三
八
六
）。
な
お
、
天
孫
降
臨
し
た
集
団
を
国
津
神
に
対
し
て
、
天
津
神

あ
る
い
は
天
津
神
系
の
集
団
で
あ
る
と
い
う
。

（
33
）	

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
ン
は
、
一
般
に
マ
レ
ー
人
種
あ
る
い
は
マ
レ
ー
民
族
と

称
さ
れ
る
民
族
集
団
で
、
著
名
な
人
類
学
者Beals &

 H
oijer

の
分
類

で
は
世
界
三
大
人
種
（
コ
ー
サ
ソ
イ
ド
、モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
、ネ
グ
ロ
イ
ド
）

の
内
、
イ
ン
ド
シ
ナ
民
族
と
共
に
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
分
派
（
亜
）
集
団

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
高
山
一
九
九
二
：
六
三
）。
鳥
居
龍
藏

に
よ
れ
ば
、
マ
レ
ー
人
種
は
固
有
マ
レ
ー
と
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
ン
と
に
大

き
く
二
分
で
き
る
と
い
う
。
前
者
の
マ
レ
ー
人
種
は
、
文
化
程
度
が
高

く
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
し
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
を
特

徴
と
し
て
い
る
。
ま
た
頗
る
イ
ン
ド
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ジ
ャ
ワ
島
な
ど
に
分
布
し
て
い
る
。
一
方
、
後
者
の
イ

ン
ド
ネ
ジ
ア
ン
は
、
極
め
て
原
始
的
な
マ
レ
ー
人
種
で
、
文
化
程
度
が

低
い
。
ま
た
衣
服
も
、
男
性
は
腰
に
褌
、
女
性
は
腰
巻
を
纏
っ
て
お
り
、

足
は
跣
足
と
い
う
よ
う
に
大
変
簡
素
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
集
団
に
は
、

首
狩
り
の
習
慣
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。
主
要

分
布
は
、
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
な
ど
島
嶼
部

が
中
心
で
あ
る
（
鳥
居
一
九
二
五
ｂ
、
同
一
九
七
五
：
三
八
八
）。
こ
の

集
団
の
中
で
も
、
日
本
列
島
に
近
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
に
住
む
集
団

の
血
が
「
固
有
日
本
人
」
に
も
混
じ
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
34
）	

南
シ
ナ
に
分
布
・
居
住
す
る
先
住
民
族
で
、
漢
族
が
こ
の
地
に
来
住
す

る
以
前
ま
で
は
、
南
シ
ナ
海
の
ほ
ぼ
全
域
の
広
範
囲
な
地
域
に
分
布
し

て
い
た
。
銅
鐸
に
類
似
し
て
い
る
と
さ
れ
る
銅
鼓
を
伝
統
的
に
所
有
す

る
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
る
。
ミ
ャ
オ
（
苗
）
族
が
こ
の
集
団
の
代
表
と

さ
れ
る
（
鳥
居
一
九
二
五
ｂ
、
同
一
九
七
五
：
三
八
一
︱
三
八
二
な
ど
）。

な
お
現
在
で
は
、
鳥
居
龍
藏
の
指
摘
と
異
な
り
、
ミ
ャ
オ
族
は
銅
鼓
を

所
有
し
て
い
な
い
。
管
見
で
は
、
銅
鼓
を
所
有
し
て
い
る
の
は
、
ミ
ャ
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オ
族
の
近
く
に
居
住
す
る
、
ヤ
オ
（
瑶
）
族
の
分
派
（
亜
）
集
団
で
あ

る
白
褲
ヤ
オ
族
、
ス
イ
（
水
）
族
な
ど
で
あ
る
。
前
述
の
イ
ン
ド
ネ
ジ

ア
ン
お
よ
び
イ
ン
ド
シ
ナ
民
族
に
関
し
て
は
拙
著
（
田
畑
二
〇
〇
七
：

七
六
︱
八
八
）
に
お
い
て
や
や
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
参

照
の
こ
と
。

（
35
）	

と
く
に
、「
固
有
日
本
人
」
と
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
ン
と
の
混
血
は
雑
種
型

を
形
成
し
、
固
有
種
を
形
成
す
る
ま
で
に
達
し
て
い
た
。
古
代
史
に
登

場
す
る
隼
人
は
、
そ
の
典
型
で
あ
り
、
頗
る
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
ン
の
風
俗

と
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
鳥
居
一
九
二
五
ｂ
、
同
一
九
七
五
：

三
八
六
）。

（
36
）	

筆
者
に
は
、
喜
田
貞
吉
の
日
本
民
族
論
に
関
し
て
検
討
・
分
析
を
加
え

た
論
攷
（
田
畑
二
〇
一
一
ｂ
）
を
発
表
し
て
い
る
。
同
論
攷
は
、
一
部

に
本
稿
の
主
題
で
あ
る
日
鮮
同
祖
論
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
論
旨
は
鳥

居
龍
藏
と
の
比
較
で
は
な
く
、
喜
田
貞
吉
の
日
本
民
族
論
の
と
ら
え
方

を
中
心
に
展
開
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
論
攷
に
は
本

稿
と
重
複
す
る
内
容
も
み
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
主
題
を
研
究
対
象

と
し
て
い
る
関
係
上
、
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
喜

田
貞
吉
に
つ
い
て
は
詳
細
な
自
伝
（
山
田
一
九
七
六
）
が
存
在
す
る
。

（
37
）	

喜
田
貞
吉
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
卒
業
後
、
同
大
学
院
に
お
い

て
当
初
日
本
の
歴
史
地
理
学
を
研
究
し
た
。
歴
史
地
理
学
に
関
す
る

論
攷
（
喜
田
一
九
〇
〇
）
も
存
在
す
る
。
な
お
喜
田
貞
吉
は
、
明
治

三
十
三
年
（
一
八
九
九
）
に
学
友
お
よ
び
先
輩
た
ち
と
共
同
で
、
日
本

歴
史
地
理
研
究
会
（
後
に
日
本
歴
史
地
理
学
会
と
改
称
。
現
在
の
歴
史

地
理
学
会
と
は
別
の
組
織
）
を
設
立
し
、
機
関
誌
『
歴
史
地
理
』
を
発

行
し
た
。

（
38
）	

筆
者
は
、
歴
史
地
理
学
も
専
門
分
野
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
そ
の
関
係

か
ら
、
喜
田
貞
吉
に
も
多
大
の
学
問
的
興
味
・
関
心
を
有
し
、
学
問
的

業
績
を
再
評
価
す
る
作
業
を
進
め
て
き
た
。
再
評
価
の
作
業
を
行
な
っ

て
い
る
の
は
、
上
田
正
昭
が
、「
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
体
系
的
で
は

な
か
っ
た
か
ら
「
雑
学
的
」
な
ど
と
評
さ
れ
る
部
分
も
内
包
し
て
い
る
」

（
上
田
一
九
七
八
：
一
五
）
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
と
深
く
関
連
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
点
と
し
て
、
喜
田
貞
吉
の
研
究
対
象
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
こ
と
。
第
二
点
と
し
て
、
研
究
は
専
門
と
す
る
歴
史
学

は
勿
論
の
こ
と
、
歴
史
学
、
地
理
学
、
民
族
学
、
社
会
学
な
ど
関
連
諸

学
問
分
野
の
研
究
手
法
を
用
い
て
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
著
名

な
研
究
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
問
的
業
績
に
つ
い
て
正
面
か
ら
論
じ

ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
克
服
す

る
目
的
で
、
喜
田
貞
吉
が
論
争
の
当
事
者
で
あ
っ
た
法
隆
寺
論
争
（
田

畑
一
九
九
九
、二
〇
〇
〇
、二
〇
〇
一
、二
〇
〇
三
）、
南
北
朝
正
閠
問
題

（
二
〇
一
一
ａ
）、
お
よ
び
上
述
し
た
民
族
論
（
二
〇
一
一
ｂ
）
な
ど
の

論
攷
を
発
表
し
て
き
た
。

（
39
）	
喜
田
貞
吉
は
、
還
暦
記
念
に
出
版
し
た
回
顧
録
の
中
で
、
一
三
〇
〇

編
余
り
の
論
攷
を
発
表
し
た
と
記
し
て
い
る
（
喜
田
一
九
三
三
、
同

一
九
八
二
：
二
三
四
）。
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（
40
）	
喜
田
貞
吉
は
、
日
鮮
同
祖
論
以
外
に
多
く
の
テ
ー
マ
の
下
で
民
族
史
研

究
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
土
蜘
蛛
に
関

す
る
研
究
（
喜
田
一
九
一
〇
、
同
一
九
七
九
：
七
九
︱
九
九
）、
倭
人
考

（
喜
田
一
九
一
六
ｂ
、
同
一
九
七
九
：
一
五
九
︱
一
六
三
）、
秦
人
考
（
喜

田
一
九
一
七
、同
一
九
七
九
：
三
二
五
︱
三
四
四
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
41
）	

こ
れ
ら
の
諸
民
族
集
団
は
、
互
い
に
通
婚
す
る
こ
と
を
忌
ま
な
か
っ
た
。

し
か
し
、こ
の
集
団
は
国
津
人
の
後
裔
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、秦
、漢
、

百
済
な
ど
の
海
外
の
諸
蕃
の
裔
を
受
け
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
は
皇

紀
、
夫
人
の
列
に
加
わ
っ
た
者
も
多
く
み
ら
れ
る
（
喜
田
一
九
一
九
ｂ
、

上
田
一
九
七
八
：
二
〇
九
）。
か
よ
う
な
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
民
族

集
団
は
、
日
本
民
族
を
形
成
す
る
集
団
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

（
42
）	

日
鮮
同
祖
論
を
検
討
す
る
に
は
、
喜
田
貞
吉
が
当
時
置
か
れ
て
い
た

立
場
、
ま
た
そ
れ
と
大
い
に
関
連
す
る
と
推
察
で
き
る
社
会
情
勢
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
拙
論
（
田
畑

二
〇
〇
七
：
五
）
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
の
で
、本
稿
で
は
省
略
し
た
。

（
43
）	

本
稿
の
性
質
上
、
同
論
攷
を
度
々
参
考
あ
る
い
は
引
用
す
る
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
参
考
あ
る
い
は
引
用
し
た
場
合
、
該
当
す
る
箇
所
を

明
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
に
行
な

え
ば
、
本
文
自
体
が
煩
雑
に
な
り
、
論
旨
の
把
握
が
困
難
と
な
る
恐
れ

が
充
分
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
同
論
攷
か
ら
の
参
考
お
よ
び
引
用
の
み

に
関
し
て
は
、
該
当
す
る
箇
所
の
ペ
ー
ジ
数
を
明
示
す
る
こ
と
を
割
愛

し
た
。
た
だ
し
、
直
接
引
用
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
箇
所
が
明
確

に
判
明
可
能
と
す
る
た
め
に
鉤
括
弧
で
示
し
た
。

（
44
）	

喜
田
貞
吉
に
は
、
日
鮮
同
祖
論
に
直
接
関
連
す
る
著
作
と
し
て
、「
日
本

民
族
と
は
何
ぞ
や
︱
日
本
民
族
の
概
念
を
論
ず
︱
」（
喜
田
一
九
一
九

ａ
）、「
朝
鮮
民
族
と
は
何
ぞ
や
（
日
鮮
両
民
族
の
関
係
を
論
ず
）」（
喜

田
一
九
一
九
ｂ
）、「
日
鮮
両
民
族
同
源
論
梗
概
」（
喜
田
一
九
二
一
）
の

三
論
攷
が
あ
る
。

（
45
）	

朝
鮮
の
季
朝
末
期
に
使
用
さ
れ
た
名
称
。
一
八
九
七
年
よ
り
一
九
〇
一

年
間
、
日
本
に
よ
る
併
合
ま
で
の
国
名
。
大
韓
帝
国
の
略
称
で
あ
る
。

（
46
）	

考
古
学
上
の
知
見
と
は
以
下
の
こ
と
を
指
す
。
石
器
時
代
の
遺
物
、
遺

跡
か
ら
知
ら
れ
る
民
族
は
、
大
き
く
二
系
統
（
流
派
）
を
構
成
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
二
大
系
統
の
集
団
は
共
に
国
津
神
と
称
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
ア
イ
ヌ
は
国
津
神
と
は
別
系
統
で
あ
る
が
日
本
列
島
に
先
住
し
て
い

た
。
そ
れ
故
、
当
初
は
既
に
述
べ
た
如
く
、
日
本
民
族
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
ア
イ
ヌ
は
、
中
部
地
方
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡

来
し
た
弥
生
式
土
器
を
使
用
す
る
集
団
（
弥
生
式
民
族
）
に
よ
っ
て
包

容
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
東
国
以
北
の
地
に
お
い
て
、
継
承
・
発
展
し
た
。

そ
れ
が
、
後
の
歴
史
時
代
に
蝦
夷
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
集
団
で
あ
る
。

一
方
、
中
部
地
方
の
弥
生
式
民
族
は
、
天
孫
民
族
と
同
化
融
合
し
て
日

本
民
族
を
形
成
し
、
そ
の
後
東
国
以
北
に
い
た
蝦
夷
は
、
弥
生
式
民
族

と
同
様
に
、
日
本
民
族
の
中
に
融
合
さ
れ
た
。

（
47
）	

蕃
と
は
、
一
般
に
文
化
が
遅
れ
た
異
集
団
を
指
す
。
喜
田
貞
吉
は
、
諸
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蕃
の
例
と
し
て
、
秦
人
、
漢
人
な
ど
の
民
族
を
挙
げ
て
い
る
。

（
48
）	
そ
れ
故
、
古
代
に
お
い
て
朝
鮮
半
島
に
押
し
つ
ま
っ
た
集
団
は
、
さ
ら

に
海
（
日
本
海
）
を
渡
っ
て
日
本
列
島
に
到
着
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

日
本
民
族
を
構
成
す
る
要
素
の
中
に
は
朝
鮮
半
島
に
存
在
す
る
も
の
も

み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
、
朝
鮮
の
両
民
族
の
構
成
要
素
は
大
体

に
お
い
て
、
類
似
性
が
高
く
大
差
が
な
い
と
い
え
る
。

（
49
）	

朝
鮮
民
族
を
構
成
す
る
韓
族
と
は
、以
下
の
集
団
で
あ
っ
た
。す
な
わ
ち
、

韓
族
の
祖
先
は
、
朝
鮮
半
島
で
倭
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
集
団
、
つ
ま

り
日
本
の
土
着
民
と
同
一
系
統
の
も
の
を
指
す
。
こ
の
集
団
は
、
石
器

時
代
に
お
い
て
出
雲
民
族
と
同
じ
く
、
弥
生
式
土
器
を
使
用
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
朝
鮮
民
族
の
中
に
は
、
日
本
民
族
同
様
、
か
か
る

集
団
の
後
裔
が
混
合
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

後
こ
の
集
団
の
中
に
、
南
下
し
て
や
っ
て
き
た
の
が
扶
余
族
（
種
）
で

あ
っ
た
。
濊
、
貊
、
挹
婁
、
沃
沮
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
集
団
は
、
扶

余
族
と
親
族
関
係
で
あ
っ
た
。

	

　

な
お
、
漢
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
倭
人
に
は
、「
前
後
の
両
期
に
お
い

て
、
前
期
の
も
の
は
主
と
し
て
九
州
地
方
の
住
民
を
指
し
、
後
期
に
到

り
て
同
一
名
称
を
わ
が
国
に
及
ば
せ
る
も
の
」（
喜
田
一
九
一
九
ｂ
、
同

一
九
七
九
：
一
六
二
）
の
二
系
統
の
集
団
が
存
在
す
る
と
い
う
。

（
50
）	

日
本
民
族
の
場
合
、
先
住
土
着
民
の
中
に
ア
イ
ヌ
系
統
の
集
団
の
遺
跡

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
歴
史
時
代
に
お
い
て
も

ア
イ
ヌ
と
の
混
血
が
か
な
り
著
し
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
れ
故
、

ア
イ
ヌ
系
統
の
集
団
も
、
そ
の
後
の
日
本
民
族
組
織
の
要
素
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

（
51
）	

工
藤
雅
樹
と
同
様
に
、
日
本
人
の
祖
先
を
日
本
人
種
と
い
う
立
場
で
研

究
し
て
い
る
代
表
者
と
し
て
、
形
質
（
自
然
）
人
類
学
を
専
門
と
す
る

清
野
謙
次
（
清
野
一
九
三
五
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
52
）	

第
二
次
世
界
大
戦
前
、
と
り
わ
け
そ
の
直
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
、
唯

一
の
歴
史
認
識
と
で
も
称
す
べ
き
皇
国
史
観
は
、
万
世
一
系
と
い
う
用

語
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
列
島
に
居
住
し
た
住
民
を
一
つ
の
系

統
と
看
做
す
、
日
本
人
種
論
の
立
場
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
53
）	「
固
有
日
本
人
」
論
で
は
、
北
方
地
域
か
ら
来
住
し
た
集
団
の
他
、
イ

ン
ド
ネ
ジ
ア
ン
、
イ
ン
ド
シ
ナ
民
族
と
称
さ
れ
る
南
方
起
源
系
の
集
団

も
、
日
本
列
島
に
来
住
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
南
方
系
の

集
団
は
、
日
本
民
族
を
形
成
す
る
集
団
の
主
体
と
な
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
、
日
鮮
同
祖
論
に
お
い
て
は
、
漢
籍
に
み
ら
れ
る
秦
人
な
ど
北
方
系

以
外
の
集
団
も
日
本
民
族
構
成
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
る
が
、
秦
人
同

様
、
主
体
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

（
54
）	

水
野
祐
は
日
本
起
源
論
に
関
し
て
詳
細
な
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と

は
大
い
に
評
価
し
た
い
。
し
か
し
朝
鮮
に
関
し
て
は
、若
干
の
記
述
（
水

野
一
九
九
三
：
二
六
九
な
ど
）
が
み
ら
れ
る
が
、
日
鮮
同
祖
論
に
つ
い

て
は
ま
っ
た
く
記
述
が
な
い
。
あ
た
か
も
水
野
祐
は
、
日
鮮
同
祖
に
関

心
を
も
た
な
い
か
、
日
本
同
祖
と
い
う
用
語
自
体
に
対
し
て
嫌
悪
を
抱

い
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
．
こ
の
点
は
、
水
野
祐
の
著
作
名
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が
『
日
本
民
族
文
化
史
』、『
新
訂
増
補　

日
本
民
族
の
源
流
』
と
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本
に
限
定
し
て
朝
鮮
に
関
す
る
議
論

を
除
外
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
す
る
。
つ
ま
り
、
水
野
祐
の
歴

史
学
（
日
本
史
学
）
に
対
す
る
立
場
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
工
藤
雅
樹
の
日
本
民
族
起
源
（
水
野
祐
の
い

う
日
本
人
種
論
）
を
主
題
と
し
て
い
る
著
書
（
工
藤
一
九
七
九
、
同

一
九
九
八
）
で
は
、
引
用
あ
る
い
は
参
考
文
献
と
し
て
水
野
祐
の
著
作

は
勿
論
の
こ
と
、
名
前
す
ら
も
登
場
し
な
い
。

（
55
）	

そ
の
他
に
、
上
田
正
明
（
上
田
一
九
七
八
）
の
研
究
な
ど
も
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
を
主
張
す
る
研
究
者
は
、
歴
史
学
を

専
門
に
研
究
し
て
い
る
中
で
、
ど
ち
ら
と
い
え
ば
進
歩
的
な
立
場
取
る

か
、
あ
る
い
は
肯
定
す
る
研
究
者
に
多
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

（
56
）	

筆
者
が
こ
の
よ
う
な
見
解
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
鳥
居
龍
藏
の

晩
年
の
経
歴
か
ら
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。（
鳥
居
一
九
七
七
：
二
一
八

︱
二
二
二
）。
す
な
わ
ち
、
鳥
居
龍
藏
は
、
日
中
戦
争
中
の
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
捕
虜
で
は
な
く
北
京
の
燕
京
大
学
（
現
北
京
大
学
）
か
ら

招
聘
さ
れ
て
、
客
座
（
客
員
）
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
戦
争
悪
化

に
よ
り
同
大
学
は
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま
中
国
に
滞
在
し
、
研
究

に
没
頭
し
た
。
終
戦
後
も
再
開
さ
れ
た
同
大
学
に
客
座
教
授
と
し
て
残

り
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
帰
国
し
た
。

［
引
用
文
献
］

相
沢
忠
洋
（
一
九
六
七
）：『
岩
宿
の
発
見
』
講
談
社
、
同
書
は
一
九
八
〇
年
講

談
社
文
庫
の
一
冊
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
。

岡
正
雄
（
一
九
五
八
）：「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」
大
間
知
篤
三
・
関
敬
吾
・

岡
正
雄
編
『
日
本
民
俗
大
系
』
第
二
巻　

平
凡
社
一
八
︱
三
六
所
収
。

石
田
英
一
郎
・
江
上
波
夫
・
岡
正
雄
・
八
幡
一
郎
（
一
九
五
八
）：『
日
本
民
族

の
起
源
︱
対
談
と
討
論
︱
』
平
凡
社
、
な
お
同
書
は
、
一
部
省
略
さ
れ

て
江
上
波
夫
編
（
一
九
九
五
）：『
日
本
民
族
の
源
流
』
講
談
社
（
講
談

社
学
術
文
庫
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

伊
藤
信
夫
（
一
九
八
二
）：「
解
説
」、
喜
田
貞
吉
（
一
九
八
二
）：『
喜
田
貞
吉

著
作
集　

第
十
四
巻
六
十
年
の
回
顧
・
日
誌
』
平
凡
社　

六
一
五
︱

六
二
一
所
収
。

池
田
次
郎
・
大
野
晋
編
：『
論
集　

日
本
文
化
の
起
源　

第
五
巻
日
本
人
種
・

言
語
学
』
平
凡
社
。

上
田
正
昭
（
一
九
七
八
）：『
日
本
民
俗
文
化
大
系
（
五
）
喜
田
貞
吉　

歴
史
と

民
族
』
講
談
社
。

上
山
春
平
編
（
一
九
六
九
）：『
照
葉
樹
林
文
化
︱
日
本
文
化
の
深
層
︱
』
中
央

公
論
社
（
中
公
新
書
）。

江
上
波
夫
（
一
九
六
七
）：『
騎
馬
民
族
国
家　

日
本
古
代
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』

中
央
公
論
社（
中
公
新
書
）。
な
お
同
書
は
、昭
和
五
十
九
年（
一
九
八
四
）

に
中
央
公
論
社
よ
り
中
公
文
庫
の
一
冊
と
し
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

M

・S

（
一
八
八
七
）：「
札
幌
近
傍
ピ
ッ
ト
其
他
古
跡
ノ
事
」『
東
京
人
類
学
会
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報
告
』
創
刊
号
八
︱
一
〇
。

大
林
太
良
（
一
九
九
四
）：「
解
説
」、
大
林
太
郎
編
：『
岡
正
雄
論
文
集　

異
人

そ
の
他
一
二
篇
』
岩
波
書
店
（
岩
波
文
庫
）、岡
正
雄
（
一
九
七
九
）：『
異

人
そ
の
他　

日
本
民
族
＝
文
化
の
源
流
と
日
本
国
家
の
形
成
』
言
叢
社

　

二
六
七
︱
二
七
七
所
収
。

岡
正
雄
（
一
九
五
六
）：「
日
本
民
族
文
化
の
形
成
」
改
訂
新
版
『
図
説
日
本
文

化
史
大
系
』
第
一
巻　

小
学
館
三
︱
一
七
所
収
。

岡
正
雄
（
一
九
七
九
）：『
異
人
そ
の
他　

日
本
民
族
＝
文
化
の
源
流
と
日
本
国

家
の
形
成
』
言
叢
社　

な
お
同
書
は
一
九
九
四
年
に
岩
波
書
店
か
ら
岩

波
文
庫
の
一
冊
と
し
て
復
刊
さ
れ
て
い
る
。

喜
田
貞
吉
（
一
九
一
〇
）：「
土
蜘
蛛
種
族
論
に
就
て
（
小
林
君
の
駁
論
に
答
う
）」

『
歴
史
地
理
』
一
〇
︱
一
・
二
、
喜
田
貞
吉
著
作
集　

第
八
巻
民
族
史
の

研
究
』
平
凡
社
、
七
九
︱
九
九
所
収
。

喜
田
貞
吉
（
一
九
一
六
ｂ
）：「
倭
人
考
諸
論
」『
歴
史
地
理
』
二
八
︱
一
、
喜

田
貞
吉
（
一
九
七
九
）：『
喜
田
貞
吉
著
作
集　

第
八
巻
民
族
史
の
研
究
』

平
凡
社　

一
五
九
︱
一
六
三
所
収
。

喜
田
貞
吉
（
一
九
一
七
）：「
秦
人
考
諸
論
（
秦
人
考
の
一
）」『
歴
史
地
理
』

三
〇
︱
二
、
喜
田
貞
吉
（
一
九
七
九
）：『
喜
田
貞
吉
著
作
集　

第
八
巻

民
族
史
の
研
究
』
平
凡
社
、
三
二
五
︱
三
四
四
所
収
。

喜
田
貞
吉
（
一
九
一
九
ａ
）：「
日
本
民
族
と
は
何
ぞ
や
︱
日
本
民
族
の
概
念
を

論
ず
︱
」『
民
族
と
歴
史
』
一
―
一
、
上
田
正
昭
（
一
九
七
八
）：『
日
本

民
族
文
化
大
系
（
五
）　

喜
田
貞
吉　

歴
史
と
民
族
』
講
談
社
、
二
〇
二

︱
二
一
〇
所
収
。

喜
田
貞
吉
（
一
九
一
九
ｂ
）：「
朝
鮮
民
族
と
は
何
ぞ
や
（
日
鮮
両
民
族
の
関

係
を
論
ず
）」『
民
族
と
歴
史
』
一
︱
六
、
喜
田
貞
吉
（
一
九
七
九
）：

『
喜
田
貞
吉
著
作
集　

第
八
巻
民
族
史
の
研
究
』
平
凡
社
、
三
四
五
︱

三
五
六
所
収
。

喜
田
貞
吉
（
一
九
二
一
）：「
日
鮮
両
民
族
同
源
論
梗
概
」『
同
源
』
三
、一
五
︱

四
〇
。

喜
田
貞
吉
（
一
九
三
〇
）：「
日
本
民
族
史
概
説
」『
日
本
風
俗
史
講
座
』
五
、

上
田
正
昭
（
一
九
七
八
）：『
日
本
民
族
文
化
体
系
（
五
）
喜
田
貞
吉
』

講
談
社
一
七
九
︱
二
二
二
所
収
。

清
野
謙
次（
一
九
四
四
ａ
）：「
日
本
石
器
時
代
人
種
論
に
関
す
る
三
種
の
学
説
」、

清
野
謙
次
『
日
本
人
種
変
遷
史
』
小
山
書
店
、
池
田
次
郎
・
大
野
晋
編

（
一
九
七
三
）：『
論
集　

日
本
文
化
の
起
源　

第
五
巻　

日
本
人
種
論
・

言
語
篇
』
平
凡
社
、
三
三
︱
五
一
所
収
。

清
野
謙
次
（
一
九
四
四
ｂ
）『
日
本
人
種
変
遷
史
』
小
山
書
店
。

工
藤
雅
樹
（
一
九
七
九
）：『
研
究
史　

日
本
人
種
論
』
吉
川
弘
文
館
。

工
藤
雅
樹
（
一
九
九
八
）：『
東
北
考
古
学
・
古
代
史
学
史
』
吉
川
弘
文
館
。

小
金
井
良
精
（
一
八
九
〇
）：「
本
邦
貝
塚
ヨ
リ
出
ル
人
骨
ニ
就
テ
」『
東
京
人

類
学
会
雑
誌
』
六
︱
五
、四
一
︱
四
六
。

小
金
井
良
精
（
一
九
〇
三
）：「
日
本
石
器
時
代
の
住
民
」『
東
洋
学
芸
雑
誌
』

二
五
九
、一
五
一
︱
一
六
七
、
同
二
六
三
、九
〇
︱
一
〇
七
。

小
金
井
良
精
（
一
九
〇
五
）：『
日
本
石
器
時
代
の
住
民
』
春
陽
堂
。
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佐
々
木
高
明
（
一
九
八
二
）：『
照
葉
樹
林
文
化
の
道
︱
ブ
ー
タ
ン
・
雲
南
か
ら

日
本
へ
︱
』
日
本
放
送
出
版
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

ブ
ッ
ク
ス
）。

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ヘ
ン
リ
編
（
二
〇
〇
二
）：『
民
族
幻
想
論
︱
あ
い
ま
い
な
民

族
つ
く
ら
れ
た
人
種
︱
』
解
放
出
版
社
。

芹
沢
長
介
（
一
九
八
二
）：『
日
本
旧
石
器
時
代
』
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）。

高
山
龍
三
（
一
九
二
二
）：『
環
境
・
人
間
・
文
化
』
八
千
代
出
版
。

田
畑
久
夫
（
一
九
九
八
）：「
鳥
居
龍
藏
と
北
千
島
︱
調
査
記
録
よ
り
の
分
析
︱
」

『
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
研
究
』
創
刊
号
、田
畑
久
夫
（
二
〇
〇
七
）：『
鳥

居
龍
藏
の
み
た
日
本
︱
日
本
民
族
・
文
化
の
源
流
を
求
め
て
︱
』
古
今

書
院　

一
七
九
︱
二
二
二
所
収
。

田
畑
久
夫
（
二
〇
〇
三
）：『
照
葉
樹
林
文
化
の
成
立
と
現
在
』
古
今
書
院
。

田
畑
久
夫
（
二
〇
〇
八
）：「
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
（Febure, L.

）
の

地
理
認
識
︱
『
大
地
と
人
類
の
進
化
︱
歴
史
へ
の
地
理
学
的
序
論
』
を

中
心
に
︱
」『
日
本
文
化
史
研
究
』
三
九　

一
三
五
︱
一
五
五
。

田
畑
久
夫
（
二
〇
一
一
ａ
）：「
喜
田
貞
吉
と
奈
良
︱
南
北
朝
正
閏
問
題
を
例
と

し
て
︱
」『
奈
良
学
研
究
』
一
三
、五
九
︱
七
四
。

田
畑
久
夫
（
二
〇
一
一
ｂ
）：「
喜
田
貞
吉
の
民
族
論
︱
日
鮮
両
民
族
同
源
論
を

中
心
と
し
て
︱
」『
民
俗
と
歴
史
』
二
九　

一
︱
一
四
。

田
畑
久
夫
（
二
〇
一
一
ｃ
）：「
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
地
理
認
識
（
上
）
︱

『
地
理
学
批
判
』
を
中
心
に
︱
」『
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
研
究
』
一
四

　

九
四
（
１
）
︱
七
七
（
18
）。

田
畑
久
夫
（
二
〇
一
四
）：「
鳥
居
龍
藏
の
歴
史
認
識
︱
『
有
史
以
前
の
日

本
』
改
訂
新
版
を
通
し
て
︱
」『
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
研
究
』
一
七　

一
五
〇
（
１
）
︱
一
一
三
（
38
）。

田
畑
久
夫
（
二
〇
一
七
ａ
）：「
中
島
健
一
の
地
理
認
識
︱
水
力
社
会
論
を
中
心

に
︱
」『
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
生
活
機
構
学
研
究
科
紀
要
』
二
六
、一

︱
二
二
。

田
畑
久
夫
（
二
〇
一
七
ｂ
）：「
鳥
居
龍
藏
の
古
代
研
究
︱
『
人
類
学
上
よ
り
見

た
る
上
代
の
文
化
（
Ⅰ
）』
の
分
析
を
通
し
て
︱
」『
昭
和
女
子
大
学
文

化
史
研
究
』
二
〇　

四
︱
二
八
。

田
畑
久
夫
（
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
三
）：「
喜
田
貞
吉
と

法
隆
寺
︱
法
隆
寺
論
争
を
中
心
に
︱
（
上
）・（
中
一
）・（
中
二
）・（
下
）」

『
奈
良
学
研
究
』
二
、五
九
︱
八
三
、
同
三
、七
七
︱
九
〇
、
同
四
、三
三

︱
五
〇
、
同
六
、四
五
︱
六
四
。

坪
井
正
五
郎
（
一
八
八
三
）：「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
北
海
道
に
住
み
な
る
べ
し
」『
東

京
人
類
学
会
報
告
』
二
︱
一
二
、九
三
︱
九
七
。

坪
井
正
五
郎
（
一
九
〇
三
）：「
日
本
石
器
時
代
の
人
民
論
」『
東
洋
学
芸
雑
誌
』

二
六
一
、一
五
七
︱
一
六
三
。
同
二
六
三
、九
〇
︱
一
〇
七
。

幸
田
和
夫
（
一
九
七
五
）：『
日
本
の
人
類
学
』
思
索
社
。
同
書
は
、
一
九
八
〇

年
に
角
川
書
店
よ
り
角
川
文
庫
の
一
冊
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
。
本
稿
で

は
同
書
を
使
用
し
た
。

鳥
居
龍
藏
（
一
八
九
九
）：「
ア
イ
ヌ
の
木
偶
と
云
へ
る
物
」『
東
京
人
類
学
雑
誌
』

一
〇
九
、
鳥
居
龍
藏
（
一
九
七
六
ｃ
）：『
鳥
居
龍
藏
全
集　

第
一
二
巻
』

朝
日
新
聞
社
、
四
四
一
︱
四
四
三
所
収
。
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鳥
居
龍
藏
（
一
九
〇
三
）：『
北
千
島
ア
イ
ヌ
』
吉
川
弘
文
館
、
鳥
居
龍
藏

（
一
九
七
六
ｂ
）『
鳥
居
龍
藏
全
集　

第
七
巻
』
朝
日
新
聞
社
一
︱
九
八

所
収
。

鳥
居
龍
藏
（
一
九
一
一
）：「
古
代
の
日
本
民
族
移
動
発
展
の
経
路
」『
歴
史
地

理
』
二
八
︱
五
。
鳥
居
龍
藏
（
一
九
七
五
）
鳥
居
龍
藏
全
集　

第
一
巻
』

朝
日
新
聞
社　

五
〇
四
︱
五
〇
八
所
収
。

鳥
居
龍
藏（
一
九
一
七
）：「
閉
却
さ
れ
た
る
大
和
国
」『
人
類
学
雑
誌
』三
二
︱
九
、

鳥
居
龍
藏
（
一
九
七
五
）『
鳥
居
龍
藏
全
集　

第
一
巻
』
朝
日
新
聞
社　

一
七
三
︱
一
八
四
所
収
。

T
orii Ryuzō

（
一
九
一
九
）：
、Etudes A

rchéologigues et Ethnologigues. 
Les A

inou de lles K
ouriles

、『
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
紀
要
』

四
二
︱
一
、
鳥
居
龍
藏
（
一
九
七
六
ａ
）『
鳥
居
龍
藏
全
集　

第
五
巻
』

朝
日
新
聞
社　

三
一
一
︱
五
五
四
所
収
。

鳥
居
龍
藏
（
一
九
二
五
ａ
）：『
有
史
以
前
の
日
本
』
磯
部
甲
陽
堂
、
鳥
居
龍
藏

（
一
九
七
五
）『
鳥
居
龍
藏
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